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(4/4.市コミセンでの記念植樹〉

市制50周年記会事業のーっとして、桜をテー
マにし芝「第5ロさくらサミットIn大村，92.J 

ガ4月4目、 市コミセンで開かれましだ。

北は北海道から南は宮崎まで、桜をシンボル

にしだ14市区町村長うが参加。桜をめぐる観光

と交通¥個性あるまちづくりなどについての情

報変換や基調講演、そして¥各市区町村から持

ち寄っ芝桜の記念植樹も行われ¥今後も、桜を

共通のきづなとして交流を深めていくことを約

束しましだ。

※関連記事はアページに掲載しています。
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明るく住み なる町づくり
=平成4年度施政方針=

松
本
市
長
は
、

3
月
定
例
市
議
会

で
平
成

4
年
度
の
施
政
方
針
を
発
表

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。松

本

話昌

吉"

大
村
市
長

世
界
を
二
分
し
て
き
た
冷
戦
構
造
に
終

止
符
が
打
た
れ
、
新
し

い
世
界
平
和
の
秩

序
を
構
築
す
る
時
代
が
始
ま
り
、
我
が
国

に
お
い
て
も
国
際
社
会
に
お
け
る
積
極
的

な
貢
献
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
経
済
の
バ
ブ
ル
崩
壊

・
日

米
貿
易
摩
擦
な
ど
不
透
明
な
問
題
や
、
さ

ら
に
は
、
環
境
浄
化
に
係
る
諸
問
題
が
全

国
的
に
地
方
自
治
体
の
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
、
相
次
ぐ
台
風
に
よ
る
被
害
は

広
域
に
わ
た
り
、
復
興
に
全
力
を
あ
げ
て

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
に
よ
る
災
害
は
、

憂
慮
さ
れ
る
事
態
が
さ
ら
に
続
き
、
地
元

住
民
の
方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
、

一
日
も
早
い
終
息
と
復
興
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
推
進
の
た
め
、
財
政
確
立
が

重
要
な
施
策
で
あ
り
、
増
大
す
る
行
政
需

( 

世7

大村公園整備事業のーっとして、板敷櫓や城塀が建設

されており、風格を感じさせる大村公園玖島城跡。

要
を
的
確
に
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
や
が

て
訪
れ
る
幻
世
紀
へ
向
け
て
、
新
し
い
本

市
の
指
針
と
な
る

「大
村
市
総
合
計
画
基

本
計
画
(
第
六
次
)
」
を
平
成
3
年
度
に

策
定
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
市
制
施
行
印
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
「
花
と
歴
史
と

技
術
の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
、
本
市
が
持

つ
空
港
・
高
速
自
動
車
道
な
ど
十
分
に
活

用
し
、
県
央
の
物
流
お
よ
び
交
通
拠
点
都

市
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

具
体
的
に
は
、
西
日
本

一
を
め
ざ
す
大

村
公
園
や
幹
線
道
路
の
整
備
・
駅
前
を
中

心
と
し
た
市
街
地
再
開
発
の
促
進
、
時
代

を
先
取
り
し
た

ハ
イ
テ
ク
パ

i
ク
の
開
発
、

空
港
周
辺
整
備
事
業
の
推
進
を
柱
と
し
て

明
る
く
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
、

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

平
成

4
年
度
の

予
算
概
要

地
方
財
政
は
、
多
額
の
地
方
債
残
高
を

抱
え
て
お
り
、
こ
の
償
還
は
将
来
に
わ
た

る
大
き
な
負
担
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
財
政
健

全
化
に
向
け
、
さ
ら
に
努
力
す
べ
き
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
場
合
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
で

あ
る
市
税
の
伸
び
が
全
国
平
均
を
下
回
り
、

消
費
的
経
費
な
ど
の
増
嵩
に
加
え
、
大
型

公
共
事
業
が
目
白
押
し
で
あ
り
、
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、

豊
か
な

市
民
生
活
を
保
持
し
、
地
域
活
性
化
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

平
成
4
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
経
済
の
低
迷

の
中
、
市
税
収
入
等
伸
び
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
中
・
長
期
展
望
に
立
ち
、

行
財
政
改
革
を
進
め
、
経
費
の
抑
制
に
つ

と
め
、

一
方
で
は
単
独
事
業
等
に
鋭
意
取

り
組
み
ま
し
た
。

本
年
度
の
重
点
目
標
と
し
て

「生
活
環

境
の
整
備
」「
産
業
の
振
興
」「
教
育
環
境
の

整
備
」「
行
財
政
改
革
の
推
進
」「
国

・
県
事

業
の
推
進
」
の
5
項
目
を
揚
げ
、
積
極
的

に
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

し
た
予
算
編
成
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

- 2 

当
初
予
算
の
規
模

一
般
会
計

2
3
5億
5
千
万
円

特
別
会
計

1
2
8億
3
千
万
円

(
簡
易
水
道
事
業
2
億
4
千
万
円
、
国
民

健
康
保
険
事
業
組
億
6
千
万
円
、
老
人
保

健
事
業
何
億
4
千
万
円
、
公
共
下
水
道
事

業
認
億
4
千
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業

3
億
5
千
万
円
)

企
業
会
計

4
5
3億
6
千
万
円

(
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
3
9
6
億

円
、
市
立
病
院
事
業
付
億
4
千
万
円
、
水

道
事
業
ロ
億
3
千
万
円
、
工
業
用
水
道
事

業
9
千
万
円
)

前
年
度
当
初
予
算
比
(
一
般
会
計
に
つ

い
て
は
前
年
度
骨
格
予
算
の
た
め
、

6
月

補
正
予
算
後
)

一
般
会
計
H
・
4
%
増
、
特
別
会
計
8
・
6

%
増
、
企
業
会
計
5
・
9
%
増

な
お
、
平
成
4
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

次
号
「
財
政
事
情
説
明
書
」
で
詳
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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快
適
で
安
全
な
都
市
を
め
ざ
し
て

環
境
衛
生
の
向
上

市
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
営
む
た

め
の
環
境
づ
く
り
に
、
行
政
の
果
た
す
役

割
は
重
要
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
当
面

の
課
題
は
、
大
村
湾
の
浄
化
で
す
。

昭
和
日
年
以
降
、
湾
の
汚
濁
状
況
は
、

環
境
基
準
値
2
・
0
酬
を
超
え
、
現
在
は

2
・
7
酬
と
進
み
、
そ
の
対
策
が
急
務
で

あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
沿
岸
市
町
と
と

も
に
、
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

特
に
、
沿
岸
3
市
8
町
が
、
叩
か
年
計
画

で
、
湾
流
入
の
汚
濁
負
荷
量
を
必
%
削
減

す
る
計
画
を
推
進
し
、
浄
化
に
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
共
下
水
道

の
普
及
、

個
別
処
理
施
設
の
設
置
普
及
、

農
業
集
落
排
水
事
業
を
併
せ
て
、

家
庭
で

で
き
る
発
生
源
対
策
を
行
う
大
村
湾
家
庭

排
水
対
策
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
は
、
全
国
規
模
の
閉
鎖
性

海
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
大
村
湾
の

環
境
保
全
と
適
正
利
用
に
つ
い
て
、
方
策

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
騒
音
、
悪
臭
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
な
ど
公
害
の
な
い
快
適
な
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
更
に
努
力
し
ま
す
。

ゴ
ミ
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
減
量
化
、

再
資
源
化
を
普
及
徹
底
し
、
清
潔
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

老
朽
化
し
た
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
環
境
保
全
を
十

分
考
慮
し
、
発
生
す
る
熱
エ
、
不
ル
ギ
ー
を

積
極
的
に
利
用
す
る
な
ど
、
周
辺
と
調
和

の
と
れ
た
施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

特
に
懸
案
の
「
し
尿
処
理
施
設
」
は
、
国

の
認
可
を
終
え
、
す
で
に
着
手
し
て
お
り
、

平
成
5
年
を
め
ざ
し
て
、
最
新
処
理
施
設

の
建
設
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備

水
道
事
業
・
・
・
・
・
・
昨
年
に
引
き
続
き
萱
瀬
ダ

ム
再
開
発
事
業
を
主
と
す
る
、
第
9
回
拡

張
事
業
が
地
元
地
権
者
の
ご
協
力
の
も
と
、

い
よ
い
よ
本
格
的
工
事
着
手
と
な
り
、
長

期
に
わ
た
る
水
需
給
体
制
の
確
立
を
図
る

た
め
、

平
成
4
年
度
よ
り
導
水
管
布
設
工

事
に
着
工
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
老
朽
管
の
布
設
替
、
配
水
管
布

設
工
事
の
実
施
、
お
よ
び
漏
水
防
止
対
策

を
図
り
、
有
収
率
の
向
上
、
経
営
の
健
全

化
と
安
定
給
水
に
努
め
る
所
存
で
す
。

簡
易
水
道
事
業
:
:
:
東
部
大
村
地
区
(
萱

瀬

・
田
下
地
区
)
を
平
成
4
年
度
か
ら
平

成
8
年
度
ま
で
の
5
か
年
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

公
共
下
水
道
・・・・
・・普
及
率
を
平
成
5
年
3

月
ま
で
に
、
日
%
を
目
標
達
成
す
る
た
め
、

幹
線
管
渠
と
併
せ
、
末
端
管
渠
の
施
工
を

行
い
、
約
内
出
の
面
整
備
を
図
る
と
と
も

に、

一
層
の
水
洗
化
普
及
促
進
に
努
め
、

併
せ
て
汚
泥
処
理
に
つ
い
て
も
、
方
法
の

改
良
、
減
量
化
計
画
等
に
取
り
組
む
所
存

で
す
。

さ
ら
に
、
第
五
期
変
更
計
画
に
よ
り
、

あ
ら
た
に
約
印
加
を
追
加
し
、
認
可
面
積

の
拡
大
と
下
水
汚
泥
処
分
の
認
可
等
を
受

け
、
下
水
道
整
備
を
鋭
意
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
永
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
、
今
村

町、

溝
陸
町
各

一
部
の
W
M
を
対
象
と
し

た
2
市
1
町
に
よ
る
大
村
湾
南
部
流
域
下

水
道
計
画
も
、
平
成
5
年
着
工
に
向
け
て

基
本
計
画
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
、
県
を
中
心
と
し
、
関
係
市
町
、
が

一
体
と
な

っ
て、

事
業
の
早
期
推
進
に
全

力
を
傾
注
い
た
し
た
い
所
存
で
す
。

公
営
住
宅
の
整
備

住
宅
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
量
産
の

時
代
か
ら
質
の
時
代
へ
、
質
か
ら
個
性
へ

そ
し
て
現
在
で
は
周
辺
環
境
を
含
め
た
総

合
的
住
環
境
整
備
へ
と
方
向
転
換
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
4
年
度
は
、
平

成
3
年
度
に
引
き
続
き
植
松
住
宅
の
建
替

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
建
替
戸
数
お
戸
で、

そ
の
内
訳
は
一
般
向
住
宅
日
戸
、
高
齢
者

向
住
宅
ロ
戸
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
建
替
事
業
は
、
老
朽
、
狭
小

な
住
宅
の
解
消
、
老
朽
化
し
た
構
造
、
設

備
へ
の
対
応
、
高
齢
者

・
身
障
者
、
母
子

世
帯
向
住
宅
の
建
設
な
ど
全
般
的
な
居
住

水
準
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

河
川
整
備
事
業

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し

て
、
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
の
長
岡
川

改
修
工
事
等
を
推
進
し
、
ま
た
水
に
親
し

む
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
大
上
戸
川
河

畔
公
園
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里
河
畔
公
園
等

も
積
極
的
に
整
備
し
ま
す
。
な
お
、
甚
大

な
被
害
を
被
っ
た
石
走
り
川
の
災
害
復
旧

事
業
を
、
平
成
4
年
度
で
完
成
す
る
予
定

で
す
。

公
園
緑
地
の
整
備
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整
備
、
充
実
を
進
め
て
お
り
、
平
成
4
年

度
に
は
板
敷
櫓
の
完
成
、
梶
山
御
殿
の
改

修
、
石
垣
の
修
復
、
白
塀
の
復
元
、
園
路

の
石
畳
舗
装
、
案
内
板
の
設
置
等
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
池
田
湖
公
園
、

岳
の
木
場
公

園
、
小
路
口
公
園
等
の
整
備
を
進
め
、
市

民
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
の
公
園
建
設
、

緑
化
推
進
に
も
一
層
の
努
力
を
し
ま
す
。

j肖

防

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
機

器
の
更
新
、
消
防
詰
所
な
ど
施
設
の
整
備

を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
に

本
年
度
で
は
、
防
災
服
を
新
調
し
ま
す
。

ま
た
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
、
意
識
の

高
揚
と
教
育
訓
練
な
ど
に
よ
り
技
術
の
向

上
を
図
り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
の
保
全

に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

一
父
通
安
全

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

全
国
で
も
4

年
連
続
し
て
1
万
人
を
超
え
、
平
成
3
年

中
長
崎
県
内
に
お
け
る
死
者
は
1
0
1
人

で
、
ま
た
大
村
市
内
に
お
い
て
も
8
人
の

方
々
が
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
状
況
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
第
五
次
交
通
安
全

計
画
書
を
基
に
、
交
通
道
徳
の
高
揚
と
啓

発
を
行
い
、
特
に
飲
酒
、
暴
走
運
転
の
撲

滅
と
歩
行
者
な
ど
交
通
弱
者
の
保
護
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

交
通
安
全
施
設

の
整
備
を
行
う
な
ど
安
全
で
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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空
と
陸
に
の
び
ゆ
く

交
通
都
市
を
め
ざ
し
て

道
路
突
通
網
の
整
備

国
道
却
号
拡
幅
:
:
:
建
設
省
に
お
い
て
平

成
3
年
度
よ
り
事
業
に
着
手
さ
れ
、
区
間

の
一
部
で
あ
る
久
原
地
区
1
、
9
0
0
m

の
現
況
測
量
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
道
M
号
西
大
村
地
区
環
境
整
備
工
事

と
し
て
、

平
成

4
年
度
よ
り
3
か
年
計
画

で
、
桜
馬
場
1
丁
目
か
ら
杭
出
津
1
丁
目

間
2
、
1
0
0
m
に
お
い
て
、
市
と
国
が

一
体
と
な

っ
て
、
歩
道
の
カ
ラ
l
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
る
舗
装
、
街
路
樹
の
若
木
へ
の
植

替
え
、
右
折
車
両
帯
の
設
置
等
を
は
か
り
、

魅
力
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

よ
う
、

計
画
し
て
い
ま
す
。

杭出津|丁目 ~富の原 2丁目まで4，700mが全面

通行で、きるようになった杭出津松原線(古賀島町付近)

ま
た
、
鈴
田
峠
に
旧
国
道
敷
を
利
用
し

た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、

市
と
国
が
合
同
し
て
、
県
下
で
初
め
て
の

ト
イ
レ
、
あ
ず
ま
や
、
駐
車
場
な
ど
を
有

す
る
道
路
公
園
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

国
道

4
4
4号
の
整
備
・・・
・・
・
事
業
費
も
倍

増
さ
れ
、
平
成
8
年
度
完
成
予
定
を
さ
ら

に
短
縮
す
る
よ
う
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
事
業
・・・
・・・杭
出
津
松
原
線

の
古
賀
島
町
区
間
4
6
0
m
が
平
成
3
年

末
に
完
成
。
こ
れ
に
よ
り
、

当
路
線
延
長

約
7
、
3
0
0
m
の
う
ち
杭
出
津
1
丁
目

か
ら
富
の
原
2
丁
目
ま
で
の
4
、
7
0
0

mが、

全
面
通
行
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
平
成
4
年
度
は
継
続
事
業
中
の

久
原
梶
の
尾
線
、
お
よ
び
新
規
事
業
と
し

て
富
の
原
坂
口
線
、

さ
ら
に
県
で
施
工
中

の
杭
出
津
松
原
線
の
黒
丸
地
区
の
整
備
を

は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
道
事
業
と

し
て
、
今
村
橋
の
本
年
度
開
通
、
坂
口
皆

同
線
、
杭
出
津
松
原
線
、
防
衛
施
設
周
辺

整
備
事
業
の
上
久
原
芋
堀
手
線
等
の
早
期

完
成
を
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

ヲ℃
ニE

港

長
崎
空
港
は
、
開
港
以
来
着
実
な
歩
み

を
続
け
て
お
り
、
国
際
、
国
内
航
空
の
流

通
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
人
・
物
・
情
報

の
集
積
を
進
め
、
地
方
の
国
際
化
時
代
の

象
徴
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
空
港
の
目
時
間
体
制
・・:
・・
空
港
運
行

時
間
の
延
長
、

c
I
Q
(税
関

・
出
入
国

管
理

・
検
疫
)
常
駐
体
制
の
確
立
な
ど
、

国
際
空
港
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
に
加
え
て

物
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
充
実
が
急
務
で
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

空
港
問
題
に

対
処
す
る
た
め
商
工
部
に
空
港
担
当
者
を

置
き
、
県
や
長
崎
空
港
整
備
促
進
期
成
会

等
と
と
も
に
国
内
線
お
よ
び
国
際
線
の
増

便
や
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
計
画
、
さ
ら
に
、

長
崎
エ
ア
l
フ
ロ
ン
ト
構
想
の
実
現
に
積

極
的
に
努
力
し
ま
す
。

新
幹
線
・
在
来
線

九
州
新
幹
線
長
崎
ル

l
ト
・
・
:
:
早
期
着
工

を
図
る
た
め
、
新
幹
線
の
建
設
財
源
の
確

保
、
公
団
に
よ
る
調
査
の
推
進
な
ど
を
、

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
建
設

推
進
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

J

R
九
州
:
:
:
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
開
業
を

機
に
、
大
村
線
を
積
極
的
に
見
直
し、

時

間
短
縮
や
増
発
計
画
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

岩
松
駅
の
行
違
い
ホ
!
ム
の
新
設
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

久
原
駅
問
題
:
:
:
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
強

力
に
新
設
要
望
陳
情
を
展
開
し
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
都
市
を
め
ざ
し
て

農
林
水
産
業
の
振
興

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
行
政
・・・・
・・
国
際
化

の
進
む
中
、
両
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済

組
合
、
森
林
組
合、

普
及
所
等
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
に
基
づ
き
土
地
の
有
効
利
用
増
進
、

農
業
生
産
の
確
立
お
よ
び
土
地
の
基
盤
整

備
事
業
の
推
進
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

農
業
振
興
対
策
:
:
:
生
産
資
金
、
農
作
物

等
災
害
緊
急
融
資
等
を
預
託
す
る
と
と
も

に
、
う
ま
い
米
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
と

し
て
北
部
地
区
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設

へ

の
助
成
、
農
業
後
継
者
の
育
成
対
策
の

一

環
と
し
て
、
ぼ
う
ぷ
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
、
農
業
近
代
化
資
金
へ
の
助
成
、

農
産
物
の
販
売
拡
大
の
充
実
を
図
る
た
め

の
流
通
機
構
を
整
備
す
る
所
存
で
す
。

そ
の
他
、
福
重
(
県
営
)
・
今
村
(
団

体
営
)
地
区
の
は
場
整
備
の
早
期
完
成
、

野
岳
地
区
等
の
小
規
模
は
場
整
備
の
完
成

な
ど
総
合
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農

道
、
農
免
道
路
整
備
を
行
い
、

低
コ
ス
ト

に
よ
る
生
産
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
経
営

の
安
定
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

畜
産
振
興
:
:
:
高
齢
者
の
生
き
が
い
で
あ

る
肉
用
牛
飼
育
事
業
を
引
き
続
き
促
進
す

る
と
と
も
に
、
パ
イ
テ
ク
育
成
事
業
に
よ

る
肉
用
牛
の
増
産
、
優
良
畜
の
生
産
、
飼

料
基
盤
の
確
保
等
、
経
営
体
質
の
強
化
に

よ
り
大
幅
な
低
コ
ス
ト
生
産
の
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。

林
業
振
興
・
・・
・・
・
緑
と
自
然
の
環
境
整
備
の

一
環
で
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
上
諏

訪
町
に
約
M
M
に
及
ぶ
生
活
環
境
保
全
林

事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
す
な
ど
、
森
林

の
造
成
、

林
道
整
備
、
林
業
担
い
手
の
育

成
と
将
来
性
の
あ
る
林
業
施
策
を
行
う
と

と
も
に
、
台
風
災
害
に
よ
る
復
旧
に
鋭
意

努
力
し
ま
す
。

水
産
業
・
・
:
・
・
大
村
湾
浄
化
運
動
を
積
極
的

に
推
進
し
な
が
ら
、
採
る
漁
業
か
ら
な
ま

こ
を
中
心
と
し
た
育
て
る
漁
業

へ
移
行
す

る
た
め
、
魚
礁
の
設
置
な
ど
総
合
的
な
推

進
を
行
う
ほ
か
、
松
原
漁
港
の
整
備
を
図

っ
て
い
く
所
存
で
す
。

4 -

商
工
業
の
振
興

商
業
:
:
:
近
年
、
大
型
庖
の
出
庄
表
明
が

相
つ

い
て
い
ま
す
。
加
え
て
新
し
い
大
庖

法
の
施
行
に
よ
り
既
存
の
商
庖
街
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
地
域
問
の

競
争
が
激
化
す
る
中
で
、

今
後
、
大
型
庖

と
の
共
存
が
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
況
を
ふ
ま
え
、
大
村
駅

前
を
中
心
と
し
た
商
庖
街
の
再
開
発
を
行

う
た
め
、
「
総
合
都
市
交
通
体
系
調
査
」

あ
る
い
は
「
地
区
更
新
再
開
発
調
査
」
を

実
施
し
、
地
元
商
庖
街
等
と

一
体
と
な
っ

て
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た

「特
定
商
業
集
積
の
整
備
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
支
援
施
策
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
大
村
の
顔
と
な
る

魅
力
あ
る
商
庄
街
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一
方
、
市
内
中
小
企
業
者

へ
の
資
金
融

資
制
度
と
し
て
、
金
融
機
関

へ
の
預
託
に

よ
る
低
利
融
資
を
図
っ
て
お
り
、
預
託
金

の
増
額
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工
業
:
:
:
本
市
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
技
術
支
援
の

活
用
指
導
と
と
も
に
、
地
場
産
業
の
振
興

に
努
力
し
ま
す
。



企

業

誘

致

企
業
誘
致
:
:
:
昨
年
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

ー

ク
に
4
社
の
立
地
が
決
定
し
、
従
業
員
総

数
約
2
0
0
人
で
本
年
度
中
に
は
、
す
べ

て
の
企
業
が
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

将
来
的
に
は
約
5
0
0
人
程
度
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
特
に
、
ハ
イ
テ
ク
パ
l
ク

の
2
1
3
工
区
に
、
県
の
技
術
セ
ン
タ
ー

を
生
か
し
、
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
の
核
と
な

る
よ
う
な
研
究
開
発
関
連
の
先
端
技
術
企

業
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
。

小
松
電
子
金
属
株
式
会
社
も
、

当
初
の

計
画
に
沿
っ
て
設
備
の
増
設
を
図
る
な
ど

順
調
な
伸
ひ
を
示
し
て
お
り
、
本
年
度
中

に
は
、
従
業
員
数
も
5
0
0
人
を
超
え
る

予
定
で
す
。

本
年
は
市
制
印
周
年
を
記
念
し
、
ハ
イ

テ
ク

・
物
産
フ
ェ
ア
を
計
画
し
て
い
ま
す

が、

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り

「技

術
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

観

光

広報おおむら平成 4年 5月号

観
光
行
政
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
余
暇

利
用
の
多
様
化
に
よ
り
各
種

レ
ジ
ャ
ー
施

設
づ
く
り
に
は
魅
力
あ
る
発
想
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
開
業
さ
れ
ま
し
た
ハ
ウ
ス
テ
ン

ポ
ス
は
、
そ
の
発
想
の
集
大
成
で
あ
り
、

年
間
の
集
客
は
4
0
0
万
人
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、

集
客
の

一
部
を
本
市
へ
誘
致
す

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

本
市
は
、
豊
か
な
森
や
波
静
か
な
大
村

湾
な
ど
、
美
し
い
自
然
を
活
用
し
た
施
設

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
家
族
や
グ

ル
ー
プ
で
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
施
設
の

整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

琴
平
岳
に
は
、
大
型
コ
ン
ビ
、
千
ー
シ
ョ

ン
遊
具

「忍
者
砦
」
、
パ
タ
l
ゴ
ルフ、

人
工
草
ス
キ
i
、
休
憩
所
な
ど
の
整
備
を

行
い
、
市
内
で
は
初
め
て
の
有
料
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ

l
ク
と
し
て
完
成
を
急
い
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

野
岳
湖
周
辺
に
つ
い
て
は
、
平
成
3
年

度
に
引
き
続
き
対
岸
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

具
体
的
に
は
ロ
ザ
・
モ
タ
広
場
、

子
供
の

森
広
場
、
親
水
広
場
な
ど
を
完
成
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
湖
畔
を
巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
l
ド
も
整
備
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
裏

見
の
滝
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地

元
の
皆
さ
ま
の
全
面
的
な
ご
協
力
に
よ
り
、

さ
ら
に
、
本
年
度
も
整
備
に
努
め
ま
す
。

競

艇

事

業

貴
重
な
財
源
で
あ
る
競
艇
事
業
・
・・・
・・昭和

幻
年
全
国
に
先
が
け
て
開
設
し
、
本
年

ω

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、

フ
ァ
ン
の
ニ

l
ズ
に
沿
っ
た

魅
力
あ
る
競
走
場
づ
く
り
に
努
力
し
て
き

ま
し
た
。

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
年

度
に

ロ
イ
ヤ
ル
ス
タ
ン
ド
の
建
設
、

3
年

度
に
は
大
型
電
光
総
合
表
示
盤
や
競
技
用

の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

の
設
置
を
行
い
ま

し
た
。
落
ち
込
ん
で
い
た
売
上
は
、
昭
和
白
年

度
か
ら
徐
々
に
回
復
し、

平
成
2
年
度
は

3
7
3
億
円
と
な
り
、
前
年
比
日
%
の
増

で
、
全
国
第
3
位
の
伸
び
を
示
し
、
ま
た
、

平
成
3
年
度
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
低

迷
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
順

調
な
伸
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
競
走
水
面
の
防
波
堤
改
良

工
事
と
場
関
場
外
発
売
に
向
け
て
の
映
像

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
、
将
来
に
向
け

て
の
施
設
改
善
計
画
等
長
期
的
展
望
に
立

ち
、
明
る
く
、
家
族
で
楽
し
め
る
競
走
場

作
り
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
専
用
場
外
発
売
所
設
置
に
向
け

て
も
調
査
研
究
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

健
康
福で、
話完
市あ
をい
めの
きあ
しる
て

健
康
の
保
持
・
増
進

「健
康
」
で
「
安
心
」
と
「
生
き
が
い
」

の
持
て
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
総

合
健
診
を
は
じ
め
と
す
る
老
人
保
健
事
業
、

母
子
保
健
事
業
の
積
極
的
な
推
進
、
食
生

活
改
善
事
業
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
参
加
の

「健
康
ま
つ
り
」
の
開
催
を

継
続
し
、
市
民
の
健
康
管
理
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
に
よ
っ
て
、
健
康
に
対

す
る
自
覚
と
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く

所
存
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
・・
・・
・
・
加
入
者
の
高
齢

化
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
や
、
低
所
得
者

層
の
加
入
割
合
の
増
大
に
よ
る
財
政
基
盤

ぜ

い

じ
ゃ
く

の
脆
弱
化
と
い
う
構
造
的
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

国
保
財
政
は
、
独
立
採
算
制
度
の
た
め

収
納
率
低
下
等
に
よ
る
財
源
不
足
を
生
じ
、

平
成
3
年
度
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
よ

り
9
、
3
0
0
万
円
の
繰
入
れ
を
図
り
な

が
ら
も
依
然
と
し
て
苦
し
い
財
政
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

国
に
お

い
て
も
、
平
成
4
年
度
よ
り
国

保
財
政
安
定
化
に
向
け
て
安
定
化
支
援
事

業
の
創
設
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ら
に
国
民
健
康
保
険
基
盤

の
充
実
強
化
に
向
け
て
、
国
庫
負
担
の
増

額
要
求
を
行
う
一
方
、
健
康
づ
く
り
事
業
、

医
療
費
適
正
化
対
策
、
特
に
収
納
率
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
下
市
町
村
で
も
下
位
を

低
迷
し
て
お
り
全
庁
的
体
制
に
よ
る
収
納

率
向
上
対
策
事
業
の
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
保
加
入
者
の
納
税
意
識
向
上
を

は
か
り
、
国
保
財
政
の
長
期
安
定
に
努
め

た
い
と
存
じ
ま
す
。

市

立

病

院

市
立
病
院
事
業
・
・
:
:
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
の
使
命
と
責
任
を
果
た
す
、
』
と
を
モ

ッ
ト
ー
に
、

医
療
従
事
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
研

さ
ん
と
患
者
に
対
す
る
限
り
な
い
愛
情
を

基
本
に
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
費
抑
制
策
な
ど

昨
今
の
医
療
行
政
の
情
勢
か
ら
、
病
院
経

営
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
市

立
病
院
に
お
い
て
も
、

3
年
度
末
で
約
日

億
円
余
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
、
依
然
と
し

て
財
政
の
悪
化
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
今

後
な
お
一
層
の
企
業
努
力
を
行
う
と
と
も

に
、
県
内
唯

一
の
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
計
画
し、

特
色
あ
る
病
院
づ
く

り
と
病
院
財
政
の
建
て
直
し
を
図
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

園路舗装、ライ卜ア ップで趣を変えた

大村公園の夜ぎくら
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社
会
福
祉
の
推
進

福
祉
行
政
:
:
:
最
大
の
課
題
は
、
急
速
に

進
む
高
齢
社
会
へ
の
対
応
で
す
。
国
に
お

い
て
は
、

「高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か

年
戦
略
」
の
諸
制
度
を
強
力
に
促
進
す
る

た
め
、
各
自
治
体
に
対
し
、
平
成
5
年
度

ま
で
に
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定
を
義
務

づ
け
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
そ
の
策
定

に
向
け
努
力
す
る
と
と
も
に
、
今
回
創
設

し
ま
し
た
「
す
、
」
や
か
福
祉
基
金
」
の
果
実

(
利
子
)
に
よ
り
、
高
齢
者
の
健
康
、
生

き
が
い
対
策
に
さ
ら
に
積
極
的
に
対
応
し
、

引
き
続
き
在
宅
福
祉
を
中
心
と
し
た
施
策

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

平
成
3
年
6
月
議
会
に
お
い
て
、
請
願

採
択
い
た
だ
き
ま
し
た
「
高
齢
者
の
白
内

障
手
術
に
係
る
眼
内
レ
ン
ズ
助
成
」
に

つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
4
年
度
か
ら
市
独
自

の
施
策
と
し
て
実
施
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
、
母
子
寡
婦
の
方
々
の

福
祉
向
上
に
つ
き
ま
し
で
も
、
平
成
4
年

度
か
ら
新
た
に
母
子
家
庭
等
の
児
童
対
策

と
し
て
「
児
童
養
育
手
当
」
制
度
を
設
け
、

実
施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
本
年
は
市
制
施
行
日
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
の
で
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、

高
齢
者
を
は
じ
め
障
害
者
の
方
々
に
相
互

扶
助
の
心
で
接
し、

真
に
温
か

い
、
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
築
い
て
行
く
た

め
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
都
市
」

宣
言

を
い
た
す
予
定
で
す
。

教
育
と都
主文

Z化
のめ予薫
さるし
て

教
育
環
境
の
整
備

明
日
の
大
村
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
の
教
育
行
政
・
・
:
:
人
間
尊
重
の
精
神
を

基
調
と
し
て
、
個
性
と
創
造
性
を
生
か
す

教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、

生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
国
際

的
視
野
に
立
つ
人
間
性
豊
か
な
市
民
の
育

成
を
図
り
、
教
育
都
市
大
村
の
確
立
に
努

め
る
所
存
で
す
。

教
育
環
境
の
整
備
・
・
:
:
老
朽
化
し
た
三一城

小
学
校
・
郡
中
学
校
の
大
規
模
改
造
事
業
、

福
重
小
学
校

・
福
重
幼
稚
園
の
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
工
事
を
実
施
し
、
各
小
学
校

の
放
送
設
備
に
つ
い
て
も
年
次
計
画
で
更

新
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
の
改
定
に
伴

う
小
学
校
生
活
科
の
新
設
に
対
応
す
る
た

め
、
関
係
施
設
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
中
学
校
へ
の
教
育
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
導
入
を
引
き
続
き
実
施
し
た

い
と
存

じ
ま
す
。

生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

社
会
教
育
行
政
・
・
・
:
生
涯
学
習
の
推
進
の

た
め
、
町
内
公
民
館
の
建
設
や
図
書
購
入

費
の
増
額
な
ど
社
会
教
育
施
設
を
充
実
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
文
化
団
体
の
育

成
と
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
な
ど
鑑
賞
の
機

会
を
拡
充
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め

る
所
存
で
す
。

さ
ら
に
、

「歴
史
の
ま
ち
大
村
」
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
歴
史
博
物

館
建
設
に
向
け
展
示
資
料
の
収
集
に
努
め
、

旧
楠
本
正
隆
邸
の
整
備
に
つ
い
て
も
努
力

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

体
育
行
政
:
:
:
三
種
公
認
の
更
新
に
伴
う

市
営
陸
上
競
技
場
の
改
修
・
市
営
野
球
場

の
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
設
置
を
は
じ
め
、
施
設

の
整
備
充
実
と
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育

成
、
指
導
者
の
養
成
と
競
技
力
の
向
上
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
等
に
努
め
る
所
存

で
す
。

国
際
交
流
の
推
進

地
域
の
国
際
化
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、

交
流
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
背
景
を
持
つ
地

域
と
の
触
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
地
域
の
文

化
・
社
会
・
歴
史
が
持
つ
長
所
・
魅
力
等

地
域
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
事
に
よ
り
、
新
し
い
発
想
に
立
っ

て
、
産
業
・
経
済
・
情
報
・
文
化
等
広
範

な
分
野
で
の
活
性
化
を
促
す
も
の
で
す
。

国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

昨
年
、
財
団
法
人
大
村
国
際
交
流
協
会
を

設
立
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
協
会
は
、
市
が
出
資
し
ま
し

た
1
億
円
で
基
金
を
設
置
し
、
果
実
と
個

人
お
よ
び
団
体
会
費
で
運
営
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

今
後
、
会
員
の
募
集
・
基
金
の
増
額
等

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
国
際
交
流
協
会
の
事
業
と
し
て

は
、
日
年
来
、
日
中
親
善
協
会
を
中
心
と

し
た
中
国
上
海
県
と
の
友
好
交
流
、
天
正

遺
欧
少
年
帰
国
4
0
0
年
を
記
念
し
て
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
少
年
派
遣
を
基
礎
に
、

人
材
育
成
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

本
年
3
月
末
に
実
施
し
た
「
韓
国
国
際

交
流
大
村
使
節
団
」
の
中
に
中
・高
・
ろ
う

学
生
を
使
節
団
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル

県
央
に
位
置
す
る
本
市
は
、
県
内
外
の

文
化
ス
ポ
ー
ツ
・
各
種
大
会
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
中
で
、
収
容
力
の
あ
る
施
設

の
建
設
は
急
務
で
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
を
機
に
平
成
7
年
度

着
工
を
め
ざ
し
て
「
多
目
的
ホ

l
ル
」
の

建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。
平
成
4
年
度
中

に
建
設
準
備
委
員
会
を
つ
く
り
、
調
査
研

究
を
進
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
当
初
総
合
文
化
会
館
建
設
に
向

け
準
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
財
政
事
情
も

あ
り
、
当
面
、
市
民
の
文
化
的
一
一
l
ズ
に

応
え
る
た
め
、
既
設
の
市
民
会
館
の
全
面

改
装
を
行
い
ま
し
た
。
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改装工事が完了し、装い新

たにオープンした市民会館

市
制
却
周
年
を
迎
え
て

市
制
施
行
日
周
年
記
念
事
業

市
制
施
行
印
周
年
を
迎
え
、
今
日
の
発

展
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
は
、

こ
れ

ま
で
の
先
輩
諸
氏
の
ご
努
力
と
市
民
皆
様

の
ご
支
援
の
賜
も
の
で
あ
り
、
深
く
感
謝

を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
と
り
ま
し
て
は
、
間
近
に
迫
る

幻
世
紀
に
向
け
て
、
飛
躍
発
展
を
期
す
る

記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
6
月
5

日
の
記
念
式
典
を
中
心
に
、
4
月
に
さ
く

ら
サ
ミ
ッ
ト
、

6
月
に

N
H
K
の
ど
自
慢

大
会
、
日
月
に
は
全
国
閉
鎖
性
海
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
大
村
ハ
イ
テ
ク
物
産
フ
ェ
ア
、

大
村
の
時
代
展
、
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
印
、

ま
た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
黒
丸
お
ど

り
像
の
建
立
な
ど
を
記
念
事
業
と
し
て
実

施
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

i

l

-

-

命
I

l

-

-

命
I

l

l

-

以
上
、
平
成

4
年
度
の
予
算
お
よ
び
施

策
の
大
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
だ
が
、

私
は
¥
す
べ
て
の
市
民
の
幸
せ
を
願
い
¥

魅
力
あ
る
豊
か
で
住
み
よ
い
大
村
市
の
実

現
に
向
け
て
¥
さ
ら
に
全
力
を
傾
け
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

市
民
皆
様
方
の
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。



平成 4年 5月号広報おおむ ら

観
光
と
突
通
テ
!
マ
巴

『
々
、
く
ら
サ
ミ
ヴ
ト
』

日
本
を
代
表
す
る
花
寸
桜
し
は
¥
私
芝
ち
の
山
に
潤
い

と
安
ら
ぎ
を
与
え
¥
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
桜
し
を
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
疋
〈
王
国
の
自
治

体
、ガ

一
向
に
会
し
¥
発
展
と
活
性
化
を
図
ろ
う
と
4
月
4

日
¥市
コ
ミ
セ
ン
で
開
か
れ
だ
「
第

5
固
さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト

-
n
大
村
位
」。
市
制
施
行
日
周
年
の
記
念
事
業
の

一つ

と
し
て
大
村
市
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

全国14市区町村が参加して、地域活性化など積極的な
意見交換などが行われた「第5固さくらサミッ卜In大村'92J
V桜を共通としたきずなで、生活文化向 (4/4・市コミセン)
よなどを目指そうとの共同宣言を発表、

採択されました。

北
は
北
海
道
の
静
内
町
、
姉
妹

都
市
で
あ
る
秋
田
県
角
館
町
の
ほ

か
、
関
東
、
近
幾
、
中
園
、
四
国
、

九
州
は
熊
本
、
宮
崎
の
日
市
区
町

村
の
首
長
ら
が
参
加
。
会
場
に
は

市
関
係
者
、
議
会
、
商
工
会
議
所

な
ど
約
2
0
0
人
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
大
村
公
園
の
桜
の

保
護
、
増
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る

大
村
園
芸
高
校
の
生
徒
に
よ
る
研

究
発
表
、
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
泉

畳
一
也
氏
に
よ
る
基
調
講
演
、

「桜

を
め
守
る
観
光
と
交
通
」
を
テ
ー

マ
に
、
泉
氏
を
コ

l
デ
ィ
、
千
l

タ

!
と
し
て
、
ぎ
ょ
う
せ
い
中
央
研

究
所
の
金
井
副
所
長
、
山
梨
大
学

の
花
岡
教
授
、
県
の
溝
添
離
島
半

島
・
地
域
政
策
課
長
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
な
り
、
観
光
資
源
の
保
守

と
交
通
体
系
の
整
備
、
環
境
問
題

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
あ
と
、
「
今
後
も
、
桜
を

共
通
の
き
ず
な
と
し
て
交
流
を
深

め
、
生
活
文
化
向
上
な
ど
を
目
指

そ
う
」
と
共
同
宣
言
を
行
い
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

記
念
植
樹
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
慢

の
桜
が
持
ち
寄
ら
れ
、
市

・
町
長

ら
が

1
本
づ
っ
植
え
込
み
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
桜
は
、
野
岳
公
園

に
移
植
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
花
の
時
期
に
な
る
と
、
肩
を

並
べ
咲
き
競
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
民
会
総

装
い
新
た
に
オ
ー
プ
ン

大
規
模
な
改
装
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
市
民
会
館
が
完
成
。
4
月

刊
日
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
位
年
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

た
市
民
会
館
の
老
朽
化
、
建
築
基

準
法
な
ど
の
改
善
、
こ
の
は
か
利

用
者
の
要
望
な
ど
へ
応
え
よ
う
と

改
修
さ
れ
た
も
の
で
、
舞
台
、
客

席
、
音
響
設
備
、
会
議
室
、

ロ
ビ

l
、
外
装
な
ど
す
べ
て
が
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
松
本
市
長
を
は
じ
め

文
化
団
体
関
係
者
な
ど
約
1
0
0

友情深めた
国際交流使節団

大
村
国
際
交
流
協
会
が

3
月
お

日
か
ら
韓
国
へ
派
遣
し
た
「
韓
国

国
際
交
流
大
村
使
節
団

・
印
人
」

年が
メ』、
寸

釜回岡
山の 30
定 訪 日
期韓帰
便団国
聞はし
設、ま
1 市し
周制た L墨怠E・・Eごく~.昆，パー ~"-..... .、 <.-::〆ム」

宅 50 0 友情という大きなお土産を持って帰国した
/ロj 韓国国際交流使節団 (3/30・長崎空港)

人
が
出
席
。
テ
l
プ
カ
ッ
ト
や
新

装
置
を
使
つ
て
の
ダ
ン
ス
の
披
露

な
ど
で
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。テープカットなどが行われた改装

落成式 (4/10・市民会館)

大
村
国
際
交
流
協
会
設
立

(
昨
年

9
月
)
を
記
念
し
て
派
遣
さ
れ
た

も
の
で
、

青
少
年
海
外
派
遣
事
業

と
し
て
公
募
し
た
市
内
の
中
学
・

高
校

・
ろ
う
学
校
の
生
徒
ら
四
人

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

少
年
使
節
は
、
日
本
人
女
性
が

い
る
慶
州
の
ナ
ザ
レ
園
で
は
、
園

の
人
が
日
本
の
歌
を
歌
う
と
い
う

程
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
り
、

釜
山

・
ソ
ウ
ル
で
の
地
元
学
生
と

の
交
流
会
で
も
、
意
気
投
合
し
名

残
り
を
惜
し
む
な
ど
、
友
情
の
輪

を
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
釜
山
、
ソ
ウ
ル
両
市
な

ど
も
表
敬
訪
問
、
今
後
の
友
好
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
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カメラ

スポット

弓宅主主主

企自然を楽しみなガら

(3/22・福童小学枝周辺〉

フ戸ミリーや友だち同士など約120人が参加し

て行われだ市民オリエンテーリンク、大会。地図を

片手にチェックポイントを通過、自然を楽しみな

がらゴールを目指します。

山春日和の中、耳をくすぐる小鳥のさえずりが

j山地良く\ J~\Æきともにス力ツとさわやかな気分に
なります。

れ〉

( 

県
の
代
表
と
し
て
九
州
大
会
に
出
場
し
芝
、
サ
ッ
カ
ー
の
「
竹

松
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
し
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
「
郡
中
パ

レ
l
部
(
男
子
)
」
ガ
、
み
ご
と

3
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
疋
。

大
会
は

3
月
下
旬
、
熊
本
(
サ
ッ
カ
ー
)
¥
大
分
(
バ
レ
!
)
の

会
場
で
行
わ
れ
、
商
チ
ー
ム
と
も
¥
初
出
場
な
が
ら
も
九
州
の
強

豪
チ
ー
ム
を
相
手
に
健
闘
¥
普
段
の
地
道
な
練
習
が
功
を
奏
し
¥

み
ご
と
上
位
入
賞
を
果
疋
さ
れ
ま
し
だ
。

な
あ
¥
大
村
レ
デ
ィ
ー
ス
F
Cは
5
月
3
・
4
日
福
岡
で
開
か

れ
る

「
み
ど
り
力
ツ
ブ
位
九
州
大
会
L

に
出
場
さ
れ
ま
す
。

A夢ガ現実!こI?
(4/5・大村神社〉

第4回目を迎え芝 rlまら吹き大会J。

映くとほら貝のような音の出る「ほら石吹

きJ と、夢のある自慢話しに花を咲かせよう

という「ほら吹き名人」の2部門ガ行われま
した。

必死に吹いてもなかなか鳴らないrlまら石」。

最高値は104ホーンでした。

「ほら吹き名人」の部では、 「言己憶力世界

一」という入、「近くの池に巨大生物工ツシー

がいる... F大村湾周辺にさくらを植えだら」な
どと、大きな夢や自慢話、ほら話ガ飛び出す

と¥会場は笑いと喝さいに包まれまし疋。

4
Zぎ
わ
っ
定
親
子
の
つ
ど
い

(
4/
5
・
野
岳
公
園
グ
ラ
ン
ド
)

松
原
地
区
健
全
協
(
田
中
昇
会
長
)
は

4
月
5
日
¥

親
子
の
集
い
野
岳
運
動
会
で
¥
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い

や
地
区
間
の
親
睦
を
深
め
ま
し
だ
。

会
場
の
野
岳
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
は
¥
松
原
の
各
地

域
ガ
ら
約

5
0
0人
ガ
参
加
、
親
子
で
の
ゲ
i
ム
遊

び
ゃ
、
ボ
ー
ル
と
大
ぶ
ろ
し
き
を
使
つ
だ
フ
ィ
ー
ル

ド
競
技
、
ボ
ー
ル
リ
レ
l
¥
仮
装
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
だ
。

‘3 

竹松サッカースポーツ少年団

郡中パレ一部

郡中バレ一部の皆さん 竹松サッカースポーツ少年団の皆さん

V死守fマイポール
(4/5・12浄水管理センターほか〉

職場や仲間、そして女子チームなど29チームガ参加し
ての「市長旗争奪市民サッ力一大会J ガ4月5巴・ 12日¥

浄水管理センターゲランドなどで行われまし定。

あまり経験もない人・運動不足の人なども多く、途中

で患切れしながらも必死にボールを追いかけます。

広報おおむら平成 4年 5月号

九州大会で3位入賞

企人気高まる軽スポーツ
(3/29 .市民体青舘〉

今回初めて行われだ 「桜まつりおおむら軽

スポーツ大会J。インディ戸力とソフトバレー

ボールの2種目に36チームガ参加¥終始なご
やかな雰囲気のなかで競技ガ行われまし疋。

成種は次のとおりですけ {立のみ〉

・インディ戸力・・・⑧ツインズ@クレーブA

-ソフトバレーボール...フ戸ミリーの部・前

田@TM夕、イ戸ナ

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
(
4
l

位
の
み
)

A
パ
ー
ト
・
・・
第
包
工
戸
l
ウ
ル
フ

B
パ
ー
ト
・・・
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ブ

K
E
M

C
パ
ー
ト
・
・
・
大
村
市
教
員
チ
i
ム

D
パ
!
ト
・
・・
大
村
青
年
会
議
所

-a'
m歳以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん

4
薗

加
入
手
続
き
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

- 8 

学
生
や
ア
ル
バ
イ
ト
中
の
皆
さ

ん
も
、
初
歳
に
な
っ
た
ら
全
員
が

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
加

入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
す
ん
¥
に

手
続
き
(
住
所
地
で
)
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

す
で
に
就
職
し
、
職
場
の
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

加
入
さ
れ
て
な
い
と
、
満
額
の

基
礎
年
金
や
、

交
通
事
故
や
病
気

に
よ
っ
て
、
万

一
障
害
者
に
な
っ

た
場
合
の
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
加
入
手
続
き
は
、
印
鑑
を
持
っ

て
市
民
課
で
。

※
納
付
が
困
難
な
場
合
の
免
除
制

度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保

険
年
金
課
年
金
係
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

O 

O 

O 

イ下 業 JjJJ 単位 標準金額(円)
田 植 え(男女とも) 1日当たり 4，500円
田植え機械による田植え 10 a当たり 6，000-6，500円

春田おこし " 6，000-6，500円
賃耕料 植代かき " 4，500-5，000円

畑の耕転 " 4，000-5，000円
パ、インタゃー

" 4，000-6，000円
麦 刈 り

コンノずイン 6，000-8，000円" 

(平成 4年)

※申し込み多数の場合は、
5月竹日目)に拍選します。
申し込み 商工観光課

て

0

準
す

標

ま

み

A

h
ソ

表
あ
の
は

。
違
た
の
し
少

ま

多

h
リ

h
リ

44m
ト
J
F

決
に
が
合
金
場
会

賃
の
員

準
等
委

標
件
業

の
条
農

業
地
作

立

せ

農

、

わ

の
で

合

春
の

い

す

問

野岳湖キャンプ場

田植え賃金等が決まりました

ア.8月分の申し込みは
5月8日(金)までに

~ I 

全
国
一
斉
ウ

ォ

l
ワ
弓
リ
l
大
会

さ
わ
や
か
大
村
歩
い
て
新
発
見
グ

期日 5月17日(日)

受け付け午前9時より

スタート午前10時

集合場所市コミセン

コース .3kmコースくさわ

やか海道コース) .5kmコース

(大村ロマン街道コース〉

チ
ー
ム
編
成

1
チ
l
ム
2
人
以

上
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料

大
人
2
0
0
円
、
小

・

中
学
生
1
0
0
円
、
幼
児
お
よ
び

日
歳
の
人
は
無
料

申
込
期
限

5
月
日
日
側

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
チ
l
ム
名
、

コ
ー
ス
名
、
参
加
人
数
、
代
表
者

(氏
名

・
住
所

・
年
齢

・
電
話
番

号
)
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

九
』
い
。

申
込
先

大
村
会
場
事
務
局
(
松

並
1
丁
目
2
4
6
1
5
中
地
区
公

民
館
内
宮
@
1
3
7
6
)

(題名〕

草原の子テングリ(アニメーション21分〉
うかれバイオリン )) 20分〉
正しい歯のみがき方(保 健衛生活分〉

5月9日(:t)午後2時--3時
西大村コミセン 入場無料

9 



がんP2ずね/

各
家
庭
の

協
力
ガ
必
要

ー
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会

l

、、、、~、、、、

i
 z
 

i
 i;
 

向
井
静
雄
さ
ん

(
的
歳
・
久
原
ぺ
|
丁
目
)

手
作
り
の

家
庭
料
理
を

l
料
理
研
究
家

1

山
口
貞
子
さ
ん

(
引
歳
・
片
町
)

「
自
分
た
ち
が
率
先
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
」
と
、
大
村
湾
の
環
境

保
全
を
訴
え
る
向
井
さ
ん
。
大
村

湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
の
大
村
支

部
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

環
境
保
全
問
題
は
全
国
で
も
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
中
、

大
村
湾
の
環
境
保
全
も
ま
す
ま
す

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
で
は
、
毎
年
3
・

8
月
の

沿
岸
清
掃
や
沿
岸
パ
レ

ー
ド
、
日

月
の
海
底
掃
除
な
ど
、
東
部
・
大

村
市
両
漁
協
、
合
成
洗
剤
を
追
放

す
る
会
、
遊
漁
組
合
、
町
内
な
ど

各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
空
缶
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
木
材
、
中
に
は
ト
タ
ン
、
白

「ふ
れ
あ
い
の
場
を
大
切
に
、

長
く
続
け
ら
れ
る
仲
間
づ
く
り
に

心
掛
け
て
い

る
」
と
話
す
山
口
さ

ん
は
、
男
性
料
理
愛
好
会
ゃ
に
ん

じ
ん
グ
ル
ー
プ
の
定
例
教
室
の
講

師
を
は
じ
め
、
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
員
な
ど
幅
広
い
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

和
食
・
洋
食
・
中
華
か
ら
お
や

つ
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
む

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
手
作
り

の
家
庭
料
理
を
研
究
・
指
導
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
薄
味
志
向
も
好
評

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

県
内
で
も
い
ち
早
く
管
理
栄
養

士
の
免
許
を
取
得
。
大
村
で
の
活

動
は
、
昭
和
“
年
に
大
村
に
来
て

家
s
r
h

季五札口
若
手

7vF
J

JZ
守治療
一宕
白黒
i
L
r

事
-
J
d

J
/

一》一一/

埼
-U

喪

)

i

司

ム
J

η

調

C
-

何

一弘

叫硝

、

rJ
島

討

ぉ

勺

/

民

治

問

ヰ

ァ
(一

η内
土
、
一
向
的

判

な

Lvh
J
-
一一
一
バ

倫

明

M
M
M
M叫
@

叫

'哩1日
J
'

¥
2
1

!

(

ん

し

臼

一

わ

ミ

~

均

"μ

一
t
vwl
lて
主

ん

包

コ

九

崎
市

川

//汁
寸
斡
九
九
三
町

D

uwr

'
l

/
f
札
む
一
境
怜
九
九

町

議
長
持

J
Z
E
J
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私
の
家
族
は
、
植
木
い
じ
り
が
好
き

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
酒
も
大
好
き
、
そ

し
て
、
お
ど
り
が
大
好
き
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
明
る
く
て
お
も
し
ろ
い
お
父
さ

ん
に
、
お
こ
る
と
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
お

母
さ
ん
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
好
き
な
お
兄

ち
ゃ
ん
、
お
も
ち
ゃ
が
ま
だ
ま
だ
好
き

な
弟
に
、
マ
ン
ガ
が
好
き
な
私
と
7
人

家
族
で
す
。
夕
食
に
な
る
と
、
と
て
も

に
ぎ
や
か
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
い
っ
し

ょ
に
仕
事
に
行
き
、
休
み
の
日
ぐ
ら
い

し
か
家
に
い
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
か
ら
助
か
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
み
ん
な
が
元
気
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

忠
介
く
ん
仰
、

平成 4年 5月分

なかよし家族

広報おおむら

右
か
ら
、
秀
幸
さ
ん
M

刷
、
文
子
さ
ん
側
、
常

一
さ
ん
閥
、

竜
吾
く
ん
問
、
良
子
ち
ゃ
ん
川
、
綾
子
さ
ん
側

(
良
子
)

汗
を
流
す
か
き
わ
や
か
さ
。
を

ご
存
じ
で
す
か
?

ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
で
体
を
動
か

す
面
白
き
、
楽
し
さ
・
:
。
ス
リ
ム

に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
:
・
。
現
在

会
員
お
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ペ
ジ
カ
ル
(
健
康
美
)
な
体
を

作
る
の
は
、
運
動
よ
り
勝
る
も
の

転
車
な
ど
も
棄
て
ら
れ
て
お
り
、

ゴ
ミ
の
量
は
大
変
な
も
の
。

ま
た
、
今
で
は
家
も
建
ち
並
び
、

汚
染
が
最
も
ひ
ど
い
生
活
雑
排
水

も
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
き
て
い
る
、

下
水
道
の
普
及
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
各
家
庭
の
協
力
が
必
要
。
向
井

さ
ん
の
町
内
で
は
、
生
ゴ
ミ
は
ま

と
め
て
清
掃
課
へ
運
ん
で
お
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

向
井
さ
ん
は
、
「
魚
が
育
つ
海

藻
が
出
来
な
い
の
は
ヘ
ド

ロ
が
原

因
、
今
で
は
市
民
意
識
も
高
ま
り

い
く
ら
か
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
。

せ
め
て
ロ

1
U
年
前
の
海
位
に
戻

す
こ
と
が
出
来
れ
ば
良
い
の
だ
が
L

と
、
し
み
じ
み
話
さ
れ
ま
し
た
。

じゃギm ・ベぶかし
(ジャズ体操)

か
ら
で
、
勤
青
ホ
l
ム
や
公
民
館

で
の
数
々
の
講
座
な
ど
に
明
け
暮

れ
る
日
々
が
続
い
た
。

現
在
は
、
今
の
定
例
教
室
を
大

切
に
、
ま
た
、
ご
主
人
と
の
時
間

も
重
視
し
な
が
ら
の
活
動
で
、
雰

囲
気
も
良
く
、
本
当
に
楽
し
く
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
の
、
」
と
。

こ
の
ほ
か
、

最
近
で
は
木
目
込

み
人
形
と
か
謡
曲
な
ど
の
趣
味
も

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
。

「ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
ま

で
本
当
に
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
」
と
話
す
山
口
さ
ん
、

今
後
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

({) 【)

一聞こちら自由席ー一

藤
崎
さ
ん

m歳
101歳の誕生日を迎えられ、松本市長(右)
から花束を贈られる藤崎竹次郎さん

(4/10・杭出津3丁目)

「
策
ん

や
散
」

{
n
J
ん

h
-
b
L
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菅
無
田
古
戦
場
の
跡
(
宮
代
町
)

村を守ったごう し
300人の郷土

=菅無田古戦場の跡二

今
か
ら
約
4
1
5
年
前
の
天
正
5
年

(
1
5
7
7
)
、
8
0
0
0
人
の
軍
勢

を
率
い
た
佐
賀
の
龍
造
寺
隆
信
が
、
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
目
代
大
村
純
忠
が
治
め

る
大
村
領
を
占
領
し
よ
う
と
、
多
良
連
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は
な
い
と
思
い
ま
す
。
体
と
体
の

ふ
れ
合
い
の
中
か
ら
、
健
康
で
明

る
く
、
そ
し
て
若
々
し
い
体
を
作

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
そ
れ

が
ま
た
、
人
生

一
番
の
望
み
と
す

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
週
金
曜
日
、
夜
7
時
初
分
よ

り
1
時
間
、
市
民
体
育
館
で
友
達

の
顔
を
見
て
楽
し
く
体
を
動
か
す
、

こ
ん
な
す
ば
ら
し
さ
が
、
疲
れ
と

ス
ト
レ
ス
を
汗
と
と
も
に
流
し
て

く
れ
ま
す
。

上
手
に
踊
る
の
で
は
な
く
、
楽

し
く
体
を
動
か
す
気
楽
な
グ
ル
ー

プ
で
す
。
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
け

心
よ
り
お
待
ち
し
ま
す
。

お
友
達
も
誘
っ
て

一
度
お
い
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
(
宮
@

4
7
5
8
白
浜
)

噂}c) 

4月11日で満 101歳の、市内最高齢者の

藤崎竹次郎さん(明治24年生・杭出津 3丁目)

に同10日、松本市長が「これからもお元気で」

と花束を贈り、長寿を祝し、ました。

藤崎さんは、視力や聴力、足がし、くらか衰

えてはきているもののとても元気で、時々は

散歩もされておられるとか。

80歳代まで働き、酒、タバコもやらず菜食

主義の藤崎さん、長生きの秘けつはそんなと

ころにあるのでは。

13人の子供、 27人の孫、 33人のひ孫、

のゃしゃ孫がおられます。

5人

峰
か
ら
黒
木
越
え
で
攻
め
て
き
ま
し
た
。

純
忠
は
、
今
富
城
に
兵
を
集
め
攻
撃

に
備
え
ま
し
た
が
、
萱
瀬
に
住
む
郷
土

た
ち
3
0
0
人
は
、
自
分
た
ち
の
村
を

守
ろ
う
と
、
菅
無
田
砦
に
た
て
こ
も
り

ま
し
た
。

龍
造
寺
軍
の
2
日
間
の
攻
撃
に
、
菅

無
田
勢
は
懸
命
に
抵
抗
し
、
つ
い
に

一

丸
と
な
っ
て
突
撃
し
ま
し
た
が
、
全
滅

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

時
は
ロ
月
、

一
面
雪
景
色
の
中
、
戦

場
と
な
っ
た
田
野
は
真
っ
赤
な
血
で
染

め
ら
れ
、
龍
造
寺
軍
も
大
損
害
を
受
け、

大
村
占
領
を
あ
き
ら
め
て
帰
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

場
所
は
宮
代
町
。
萱
瀬
小
学
校
北
側

か
ら
東
方
向
へ
行
っ
た
、
菅
無
田
橋
の

上
手
に
あ
り
、
今
で
も
花
や
水
が
供
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
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美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
は

下

水

道

区
域
外
は

「
生
活
排
水
処
理
施
設
」

ω設
置
を

市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
快
適
な

生
活
や
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
、

下
水
道
区
域
外
に
お
い
て
住
宅
な

ど
を
新
築
・
増
改
築
す
る
場
合
は
、

「
生
活
排
水
処
理
施
設
」
の
設
置

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

処
理
施
設
の
設
置
に
対
し
て
は
、

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

4
月
1
日
よ
り
制
度
を

一
部
改
正
し
、
下
水
道
認
可
区
域

な
ん
で
寸
，
hv

n
r
・
門
〆
・
門
/

内
で
も
、

7
年
以
上
下
水
道
の
整

備
が
見
込
ま
れ
な
い
区
域
に
小
型

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場

合
は
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

。
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

-
5
人
槽
以
下
・
:
:
初
万
9
千
円

.
6
1
7
人
槽
:
:
:
必
万
3
千
円

.
8
1
m
人
槽
:
:
:
幻
万
4
千
円

。
土
壌
処
理
方
式
(
放
流
型
)

勺
三
手
引
|
訓
州
引
判
刷
引
矧
判

斗
先
允
た
く
な
ど
に
倍
使1
つだた水と

じ川
υγ
，ベぺレめ排木+を祈
¥
J

い可ウいb伊
ιに処竺一理堵し与マ

し
手
ま
ち
の
?
『
っ
浄
化
槽
ぅ
与

と
ヒ
で
処
理
さ
れ
た
/
J

木
一
引
と
て
モ
さ
れ
μ
ι
f

な
る
と
い
ラ
色
め
な
ん
‘
た

大
村
甫
役
所
の
土
曜
閉
庁

5
月
9
日
(
第
三

合
同
ま

3

、
ガ
休
み
で
す

1
5
月
幻
自
(
第
4〉

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

号

車

は

毎
週
土
曜
日
は
休
み
で
す

I( 

一
基
当
り
2
万
円

。
土
壌
処
理
方
式
(無
放
流
型
)

一
基
当
り
6
万
円

@
ば
っ
気
方
式
雑
排
水
浄
化
槽

一
基
当
り
6
万
円

問
い
合
わ
せ
環
境
衛
生
課
公
害

規
制
係

小型合併
処理浄化槽のしくみ

市役所などへの
意見や苦情を解決

( 

汚水中の有機物
を微生物が分解

汚水中の浮遊物を
沈殿・分離して除去

=5月はさわやか行政サービス推進月間二

市役所や県 ・国などが行っている仕事

への意見・要望・苦情などはありませんか。

こういう諸問題の解決を図ろうという

のが行政相談委員です。

相談は無料てや、秘密は守られます。お

気軽にご相談ください。

@行政相談委員(敬称略)

・松本健次(三城町宮③0155)

・森上枝(諏訪 1丁目fi@6744)

・西川美盛(諏訪 2丁目E⑬1341)

定例行政相談 毎月第 2木曜日、市役所

市民相談室

( 

私
た
ち
の
大
村
湾
を
守
る
た
め
に
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H

生
活
排
水
対
策
推
進
員
H

を

募
集
し
ま
す

大
村
湾
の
水
質
は

一
向
に
改
善

さ
れ
な
い
状
況
で
、
そ
の
対
策
は

沿
岸
住
民
全
て
の
参
加
に
よ
っ
て

取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

汚
れ
の
、
王
な
原
因
は
約
6
割
が

台
所
、
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
生
活

雑
排
水
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

排
水
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば

良
い
の
か
、
ま
た
、

子
供
や
孫
へ

と
次
の
世
代
に
引
継
寸
た
め
に
湾

浄
化
対
策
を
ど
う
す
す
め
る
の
か

な
ど
を
考
え
実
践
し
、
生
活
排
水

対
策
を
全
市
的
に
進
め
て
い
く
た

め
に
、
推
進
員
を
つ
の
り
ま
す
。

市
内
で
、
こ
の
事
業
に
賛
同
し

ご
協
力
願
え
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、

別
人
を
限
度
と
し

て
お
り
、
募
集
人
員
に
達
し
た
時

点
て
締
め
切
ら
せ
て
項
き
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、

環
境

衛
生
課
公
害
規
制
係
(
玖
島
1
丁

目
お
)
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

推
進
員
の
主
な
活
動
内
容

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
配
布
②
雑
排
水
対
策
用
資
材

の
配
布
や
使
用
方
法
の
指
導
③
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
の
呼

び
掛
け
④
河
川
な
ど
の
水
生
生
物

調
査そ
の
ほ
か
、
水
質
保
全
に
関
す

る
活
動

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
公
害

規
制
係
(
内
線
1
4
2
)

児
童
手
当
の
再
申
請
は
早
め
に
/

平
成
3
年
度
中
に
お
い
て
、
所

得
制
限
限
度
額
超
過
等
に
よ
り
、

申
請
が
却
下
さ
れ
て
い
た
人
や
、

平
成
3
年
5
月
で
消
滅
に
な

っ
て

い
た
人
は
5
月
中
に
再
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

6
月
か
ら
年
度
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、
平
成
4
年
度
の
所
得
制
限

限
度
額
内
で
す
と
認
定
出
来
ま
す
。

「
特
例
給
付
」
の
受
給
者
が
お
勤

め
を
や
め
ら
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ

届
け
出
を

届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
や
め

ら
れ
た
月
以
降
の
分
と
し
て
支
払

わ
れ
た
手
当
に
つ
い
て
は
、
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
民
課
記
録
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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広報おおむら平成 4年 5月号

琴平岳展望所の愛称決定

カイパーク"222;

広
報
お
お
む
ら
で
募
集
し
ま
し

た
琴
平
岳
展
望
所
の
愛
称
が
、
「
琴

平
ス
カ
イ
。ハ
1
ク
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
応
募
総
数
1
3
5
通
の
う
ち
、

採
用
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
渡
海
滋
さ
ん

ω(久
原
1
丁
目
)

.
一
瀬
美
紀
さ
ん
側
(
{
呂
小
路
2

丁
目
)

・
里
脇
智
子
さ
ん
M
W

(

森
園
町
)

.
測
聡
美
さ
ん
仰
(
須
田
の
木
町
)

。ハ
l
ク
遊
戯
施
設
1
年
間
無
料
招

待
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

応
募
者
全
員
の
中
か
ら
初
人
に
1

回
無
料
券
を
進
呈
し
ま
す
。
な
お

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

パタ
l
コ
ル
フ
や

草
ス
キ
ー
な
ど
で

魅
力
満
点

f

市
が
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま

し
た
琴
平
岳
展
望
所
(
愛
称
一
琴

平
ス
カ
イ
パ

l
ク
)
が
、
5
月
3

日
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

琴
平
岳
整
備
事
業
は
、
昭
和
白

年
度
よ
り
着
手
、
園
地
面
積
約
6

万
町
有
効
利
用
面
積
約
4
万
凶
、

総
事
業
費
3
億
4
千
5
百
万
円
。

人
工
草
ス
キ
l
場
・
パ
タ
l
ゴ
ル

フ
場
・
休
憩
所
・
遊
水
池
・
駐
車

場
・
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
や
、
例

日
本
宝
く
じ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
を
受
け
た
コ
ン
ビ
、
不
l
シ
ョ
ン

遊
具
(
忍
者
と
り
で
)
も
設
置
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
余
暇
利
用
の
一
つ
と
し

て
、
素
晴
ら
し
い
眺
望
と
自
然
を

た
ん
の
う
し
な
が
ら
、
家
族
連
れ

で
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
部
有
料
施
設
(
別
表
)

に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

選挙一口メモ

政治活動と
選挙運動

政
治
活
動
と
は
、
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
が
そ
の
政
策
の
普
及
宣

伝
、
党
勢
拡
張
、
政
治
啓
発
な
E

を
行
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
特
定
の

候
補
者
の
当
選
を
得
る
た
め
の
行

為
で
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。

選
挙
運
動
と
は
、
特
定
の
選
挙
に

つ
き
、
特
定
の
候
補
者
を
当
選
さ

せ
る
目
的
を
も
っ
て
、
投
票
を
得

ま
た
は
得
さ
せ
る
た
め
に
行
う
諸

行
為
を
い
い
、
大
別
す
る
と
、

表(一部有料施設)

草スキー使用料

パターゴルフ使用料

( 9ホーノレ)

1時間200円

1人 400円

1人

1ソリ

大人(高校生以上)

小人(中学生以下)

1IIJ 

200円

自由自陣~~ス【ヨ~=~~ス》が
包符lク宕ω容す

①
特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
得
る

目
的
を
持
つ

②
選
挙
が
特
定
し
て
い
る

。
月O
日
に
行
わ
れ
る
選
挙
と

限
定
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

次
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
と
い

っ
た
も
の
も
含
み
ま
す
。

③
特
定
の
候
補
者
を
当
選
さ
せ
る

た
め
の
行
為
で
あ
る
。

④
一

般
市
民
に
対
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る

以
上
の
条
件
が
含
ま
れ
て
い
れ

ば
、
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
か

木
↑里山

次の区間内において¥停留所以外の
場所で、も手を上げて乗ったり、 乗務員

に声をかけて降りることガできます。
ご利用ください。

野岳湖団地入口
松
原
地
区

か
わ
ら
ず
選
挙
運
動
と
な
り
ま
す
。

選
挙
運
動
が
で
き
る
期
間
は
、
立

候
補
の
届
け
出
を
し
て
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
で
す
。
こ
の
期
間

以
外
で
運
動
す
る
と
事
前
運
動
に

な
り
ま
す
。

選
挙
運
動
は
で
き
る
だ
け
自
由

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
が
、
候
補

者
は
だ
れ
で
も
当
選
し
た
い
の
で

あ
り
、
そ
の
日
的
の
た
め
に
不
正

な
行
為
を
し
、
選
挙
の
公
正
を
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
公
職

選
挙
法
で
は
、
こ
れ
ら
を
防
止
す

る
上
で
各
種
の
制
限
を
加
え
て
い

ま
す
。
選
挙
運
動
を
さ
れ
る
人
は
違
反

を
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
市
民
の

皆
様
に
も
明
る
い
選
挙
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員
会

(宮

@
4
1
1
1
内
線
3
4
0
)

、南川内

横山頭
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石割場争時黒木

石割場争時南川内

烏帽子池

烏帽子池争時横山頭

萱
瀬
地
区

大
村
地
区

自

由

乗

降

区

間



お
願
い

・
母
子
健
康
子
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
0

.
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

B
C
G
接
種
後
の

2
回
目
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

患
の
乳
幼
児

.
熱
の
あ
る
乳
幼
児

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
は
し
か
等
)
接
種
後
1

か
月
を
経
過
し
て
な
レ
乳
幼
児

・
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
、
」
し
た
乳
幼
児

ツ一反検査・ BCG接種目程
実施場所 ツ一反才走査 BCG:t妾手重

市 役 所 5月12日 5月14日
宣瀬出張所 伏) (柑

西大村コミセン
5月13日 5月15日

鈴田出張所

二 浦出張所
休) (針

竹松出張所 5月19日 5月21日

福重出張所 りく) (オサ

中地区公民館 5月20日 5月22日
松原出張所 体) (針

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G
接
種

該
当
す
る
乳
幼
児
・
生
後
3
か
月
1
4

歳
未
満
で
、
今
ま
で
に

1
回
も
受
け
て
な

、
!
ぃ
h
1
1
J

し
冊
子
。
ム
ノ川川

料

金

無

料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

.
著
し
い
栄
養
障
害
、

妊婦教室の

内容が変わりました?

ま
ん
延
性
皮
膚
疾

本年度より、妊婦

教室が 5回シリーズ

となります。

素敵なママをめざ

して、楽しく学びま

しょう。

O 

O 

円そ、

谷

第 1回
-楽しし、家庭づくり

第 1JICa翠日
-妊娠中の保健

-映画 『生命の創造』

第 2回
-お産の経過について

-ラマーズ法妊婦体操(実習)
第 2水曜日

-母子用品のそろえ方 -産後の保健

第 3回
-育児につし、て -入浴のさせ方(実習)

第 3水曜日
-幸せな出産プラン

-映画 『マイボ、ディ・マイセノレフ』

第 4回
-素敵なお母さんになるために

-本との出会い -母乳で育てるために
第4水曜日

-乳房の手当 -映画『すばらい、母乳」

第 5回
-妊娠中の栄養の摂り方について

翌月第 1金
-調理実習(材料実費350円程度自己負担)

-仲間づくり(話し合い)

問い合わせ 環境衛生課(内線 140・141)

内

麻
し
ん
(
は
し
か
)

予

防

接

種

午後2時から 3時まで

該
当
す
る
幼
児
・
生
後
日
か
月
1
η
か

月
ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
幼
児
お
よ
び
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受

け
た
、
」
と
の
な
い
幼
児
。

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
。
直
接
指
定

さ
れ
た
医
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

三
種
混
合
----一一一一~¥、、
破ジ芭
フ
傷テ日
1) 

嵐戸核
¥~ー一一一------

時間

予
防
接
種
実
施
中

接
種
の
時
期
と
受
け
方

(第
1
期
)
生
後
3
か
月
1
特
か
月
の
聞

に
、
3
1
8
週
間
の
間
隔
で
3
回
接
種
し

ま
す
。

(
第
2
期
)
第
1
期
が
終
っ
て
か
ら
、
1

年
i
1
年
半
の
聞
に

1
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
。
直
接
指
定

さ
れ
た
医
院
で
、
あ
ら
か
じ
め
接
種
目
な

ど
ご
予
約
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

接
種
期
限
平
成
5
年
3
月
白
日
附

お
願
い
接
種
の
と
き
は
母
子
健
康
手
帳

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

@
指
定
医
院
寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、

田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児

科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど

接
種
期
間

5
月
1
日
働
1
6
月
初
日

ω

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
、
翌

年
3
月

(
7
月、

8
月
を
除
く
)
ま
で
実

施
。

お
願
い
接
種
の
と
き
は
母
子
健
康
子
帳

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

。
指
定
医
院
松
井
医
院
、
寺
井
医
院
、

松
尾
医
院
、
田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、

と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
出
口
小
児

科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
原
医
院
、
牧
山
医
院
、

長
崎
医
院
、
渡
辺
医
院

14 

も
医
院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
牧
山
医
院

春
季
慰
霊
祭

遺
族
な
ら
び
に
市
民
多
数
の
参
列
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時

5
月
初
日

ω

午
前
日
時
却
分
i
正
午

場
所

県
忠
霊
塔

(
三
城
町
)

※
遺
族
の
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
人

は
、
福
祉
課
、
各
出
張
所
ま
た
は
遺
族

会
事
務
局
で
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

(
福
祉
課
)



広報おおむら平成 4年 5月ぢ

難
病
患
者
・
重
度
障
害
者
介
護
者
の
皆
さ
ん

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
ノ
.

申
請
期
間

5
月
1
日
働
1
初
日
出

申
請
先

福
祉
課
福
祉
係
(
申
請
書
を
用

意
し
て
い
ま
す
)

。
難
病
患
者
見
舞
金

金
額
1

0
、
0
0
0
円

対
象
者

4
月
1
日
現
在
、
市
内
に
引
き

続
き
l
年
以
上
住
ん
で
い
る
人
(
住
民
登

録
を
し
て
い
る
人
)
で
、
「
長
崎
県
特
定
疾

患

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

お
回
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

栄
養
補
給
は

十
分
で
す
か

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
え
の
栄
養
強
化
の

た
め
、
栄
養
食
品
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

対
象

・

所
得
税
非
課
税
世
帯

・
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

受
給
期
間
・

お
母
さ
ん
:
・妊
娠
5
か
月

1
産
後
3
か
月

・
赤
ち
ゃ
ん
・
:
生
後
4
1
ロ
か
月
(
体
重

が
叩
パ

l
セ
ン
タ
イ
ル
値
以
下
で
、
医
師

か
保
健
婦
の
証
明
が
必
要
で
す
)

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
・
母
子
健
康
手

巨
民
品
川
1問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

実
施
要
綱
」
の
対
象
と
し
て
指
定
し
た
疾

患
に
か
か
り
、
現
在
、
医
療
機
関
で
治
療

を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
保
護
者

必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
ま
た
は
、
福
祉
課
所
定
の
証
明
書

(小

児
慢
性
の
場
合
)
②
住
民
票
抄
本
③
印
鑑

④
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)

。
重
度
障
害
者
介
護
見
舞
金

金
額
2

0
、
0
0
0
円

支給される食品

o お母さん 赤ちゃん
ロロ

目
牛 手し ママミノレク 粉ミノレク

数A 
※ 

1日 1本
2-3缶/月 l缶/月

負 若干個人負担が
金正 料

あります。額

対
象
者

4
月
1
日
現
在
、
市
内
に
引
き

続
き

1
年
以
上
住
ん
で
い
る
人
(
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
)
で
、
そ
の
家
庭
に

在
宅
(
同
居
)
す
る
4
歳
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳
1
、

2
級
に
該
当
す
る
重
度
の

身
体
障
害
者
(
児
)
と
、
児
童
相
談
所
ま
た

は
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
の
判
定
に
よ

る
重
度

(
A
1
、
A
2
)
の
精
神
薄
弱
者

(
児
)
で
食
事
、
入
浴
、
排
便
、
衣
服
の
着

替
え
な
ど
日
常
生
活
に
つ
レ
て
介
助
を
要

す
る
人

必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
②
住
民
票
謄
本
③
印
鑑
安
川

護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の

も
の
)

ア
h
F

7

ず
h
F

ゃ
な
子

γ
え

お
お
?
な
力

児
童
福
祉
週
間

5
月

5
日
i
n
日

※干重要買によって違いがあります。

ち
っ
ち
ゃ
な
子
ど
も
お
お
き
な
力
の

標
語
の
も
と
全
国
的
に
児
童
福
祉
週
間
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

。
入
浴
料
を
割
引
き

り円小 入 ま料
まを学 浴 すを 5
す 無 生 料 。浴 月
) 料 :場 2

1 中組 日
た 1学合 i
だ O生の 5
し円; ご 目
、を 2 協ま
{呆 203 力て
護 円 O に
者 、円 よ子
同幼を り供
伴児 50 割の
に; 円 引入
限 60 、き i谷

児
童
扶
養
手
当
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
喪
失
し
だ
人
ヘ

母
子
家
庭
等
児
童
修
学
費
援
助
手
当
が

で
き
ま
し
た

母
子
家
庭
等
児
童
修
学
費
援
助
手
当

高
等
学
校
な
ど
に
在
学
中
の
児
童
が
日

歳
に
達
し
た
こ
と
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手

当
等
の
受
給
資
格
を
喪
失
し
た
母
子
家
庭

等
に
対
し
、
そ
の
児
童
の
母
ま
た
は
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

支
給
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

喪
失
時
に
お
い
て
1
年
以
上
引
き
続
き
市

内
に
居
住
し
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

い
人
・
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
、
対
象
児
童

が
満
時
歳
に
達
し
た
、
」
と
に
よ
り
受
給
資

格
を
喪
失
し
た
人

・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
、
加
算
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
子
(
子
が
2
人
以
上

い
る
と
き
は
、
す
べ
て
の
子
)
が
、
満
四

歳
に
達
し
た
、
」
と
に
よ
り
受
給
資
格
を
喪

失
し
た
人

手
当
の
額

(
月
額
)
児
童
扶
養
子
当
等

受
給
資
格
喪
失
時
の
児
童
扶
養
手
当
の
額

と
同
額
(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

申
請
期
間

対
象
児
童
が
満
日
歳
に
達
し

た
日
よ
り
、
そ
の
年
度
の
3
月
白
日
ま
で

必
要
な
も
の

受
給
資
格
者
お
よ
び
対
象

児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

し
、
対
象
児
童
の
在
学
証
明
書
、
受
給
者

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
、

印
鑑
ほ
か

申
請

・
問
い
合
わ
せ

係
(
内
線
1
5
3
)

健康テレホふサービス
ft23-4646または0958~26-5511

福
祉
課
児
童
家
庭

月 コレステロール

月5 火 足の痛みと靴

の 水 5月の子どもの健康

フマー 木 目薬について

金 予防できる歯周病

土日 妊娠後期の注意

愛

ぁZ主 烏
た 週

鳥間5 

の声き 1月日0 

ぇ 16

Z 

剥
/ 
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住
事
で
忙
し
い
あ
な
た

健
康
管
理
し
て
ま
す
か

総
合
健
康
診
査
、
婦
人
が
ん
検

診
が
1
年
中
い
つ
で
も
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
健
康
管
理
の
た
め
に

1
日
だ
け
休
暇
を
と
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

@
総
合
健
康
診
査

対
象
者

ω歳
以
上
の
人
(
職
場

な
ど
で
検
診
で
き
る
人
を
除
く
)

内
容

基
本
健
康
診
査

(問
診
、

血
圧
、
尿
、
肝
機
能
な
ど
)
、
胃

が
ん
検
診
、

肺
が
ん
検
診

負
担
金

2
、
0
0
0
円

(
老
人

医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
、

「看護の日Jおよひ、「看護週間」

講演会を

聞きます

手

h

且・・E
F
v

y」

‘.EE--v
ク

手

・司

4
.
.
 ，

-
う

圃
F

d

と
合

.

.
 
、
，
同
弘
司

ル
き

・圃

h
R
む

な

a
'
V
E
E

邑‘.、

ンっ

aa----・司
、ン

お
互
い
が
思
い
や
り
、
温
か

い

触
れ
合
い
の
な
か
で
、
助
け
あ
う

生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
)

。
婦
人
が
ん
横
彰

対
象
者

初
歳
以
上
の
女
性
の
人

内
容

子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん

検
診
負
担
金

子
宮
が
ん
1
、
0
0
0

円

(体
が
ん
は
7
0
0
円
増
)
、

乳
が
ん
4
0
0
円
(
老
人
医
療
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
、
生
活
保

護
受
給
者
を
除
く
)

実
施
期
間
い
ず
れ
の
検
診
も
平

成
5
年

3
月
白
日
ま
で
(
祝
祭
日

を
除
く
)

※
詳
し
く
は
環
境
衛
生
課
へ

看
護
す
る
心
を
多
く
の
人
々
へ

浸

透
さ
せ
た

い
と
い
う
強
い
願
い
か

ら
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
一

般

の
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

演

題

「

看
護
業
務
、
そ
し
て
看

護
す
る
心
と
は
」

講
師

市
立
病
院
総
婦
長

山
本
利
子
先
生

日
時

5
月
間
日
出
、
午
後
1
時

却
分

1
3
時
初
分

場
所

市
民
会
館
3
階
会
議
室

※
入
場
無
料

主
催

日
本
看
護
協
会
大
村
東
彼

地
区
支
部

実
施
医
療
機
関

・
総
合
健
康
診
査

お
お

つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科

医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
琴
尾
医

院
、
近
藤
医
院
、
津
田
胃
腸
科
内

科
医
院
、
早
田
内
科
医
院
、
田
崎

医
院、

寺
井
医
院、

と
も
な
が
内

科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
中
村
医
院、

長

崎
医
院
、
長
野
病
院
、
野
口
内
科

こ
ど
も
医
院
、
原
医
院
、
藤
井
内

科
医
院
、
牧
山
医
院
、
松
井
医
院
、

松
尾
医
院
、
松
永
医
院
、
南
野
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科
消
化
器
科

医
院
、
与
那
城
医
院、

吉
田
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

-
婦
人
が
ん
検
診

大
村
中
央
産
婦
人
科
医
院
、
お
び

産
婦
人
科
医
院
、
後
藤
産
婦
人
科

医
院、

長
野
病
院
、
福
田
産
婦
人
科

医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院

看
護
の
日
記
愈
事
業

講
演
会
や
映
画
も

5
月
日
日
出
、
午
後
1
時

日
時
初
分

1

場
所

諌
早
文
化
会
館

内
容
-
記
念
式
典

・
講
演
会

「豊
か
さ

っ
て
何
だ
ろ
う
」

講
師

ノ
l
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

学
園
理
事
長

渡
辺
和
子
先
生

-
映
画

「
レ
ナ
l
ド
の
朝
」

タク びよ 施さ 平成

対す仁 体障害者身おる よH 、WrE' E J 
る 実 運

お すよ各タ 賃

願い 利用者方のの 施実きり ク 育嘩揃l唱
すk シ ヲl
号主 制ヘ
いの 度の
ごるご

理解を も 好意
のて に

ノ

問
い
合
わ
せ

市
民
自
主
実
践
事

業
委
員
会

(
宮
②
1
3
8
0
荒
木

.
健
康
保
険
諌
早
総
合
病
院
内
)

医

療

講

演

会

日
時

6
月
4
日
側
、

初
分

1
8
時

場
所

大
村
市
医
師
会
館

テ
l
マ
「
大
村
市
に
お
け
る
在

宅
ケ
ア
」

i
老
人
訪
問
看
護
の
役
割
1

講
師

朝
長
内
桝
ク
リ

ニ
ッ
ク

院
長

朝

長

昭
光
先
生

参
加
対
象

一
般
市
民
、

医
療
関

係
者
参

加

費

1
人
3
0
0
円

(
資
料

代
含
む
)

主
催

大
村
市
医
師
会
、
大
村
看

護
高
等
専
修
学
校
同
窓
会

問
い
合
わ
せ

事
務
局

(宮
(⑪
6

7
1
2
岩
永
)

午
後
6
時

農協の愛称、が変わりました

r JA(ジ、ヱイエイ)J
と呼んでください

シンボルマークも「麦穂のマーク」から

r JAマーク・A九」になりましだ。

暴力団対策法施行f

金歩民事介入暴力相談所を開設

一どしどしご相談くださいこ

どこでやもキ目言炎

- 16-

‘
 

•• 
h
 
-芯し
い

岡

、1
'
E
E
J

t
和

弘』出を
い
一
念

企
'
Hれ怒

5月16日(土)

午前10時~午後3時

相談会場

。長 崎市民 会 館(長崎市魚の町5-1)

。佐世保市産業会館(佐世保市松浦町5-1)

相談方法 直接会場に出向かれるか、または

都合によ り出向かれない方は、電話による相

談あるいは最寄 りの警察署での相談にも応じ

ます。

なお、今回に限 らずいつでも、

に応じます。

問い合わせ (県警察本部)ft0958 -22 -5101 

(佐世保警察署) ft0956 -23 -7161 

(暴力追放テレフ ォン)

日時i

宮 0958-22 -0007 



広報おおむら平成4年 5月号

中央・なかちく公民館各種講座のご案内

中央公民館
講 座 名 内 ーd仁3マ 日 時 対象 ・定員 講師(敬称略)

今の自分に満足していないあなた、何か 5月21日-6月18日

若者のための
を求めようとしているあなた、きっと新 毎週木曜日 19 : 00 -21 : 00 

勤労青年男女
しい自分が発見できるはずです。 5回 各専門講師

基礎知識講座
-話 し方教室 ・レクリェーションゲーム

30人

-楽しし、料理(材料費600円) ・英会話

シルバーエイジのためのやさしL、コーラス教室 男性のためのやさしい コーラス教室です。 5月26日-10月13日 10回
成人男性

シル'"ーメンネルコール 昔なつか しい歌謡曲や童謡などを楽しく 毎月第 2・4火曜日 伊地知和子

Part III 歌 L、ましょう。(教材費は1，000円) 10:00-12:00 
30人

近くにある史跡も以外と知らないことが 6月7日-9月23日 5回 親子
親子ふれあい歴史散歩 多し、ものです。市内の史跡、を散歩しなが 毎月第1日曜日 (5回目のみ9/23) (小学生以上) 成瀬 勝

ら、親子の紳を深めましょう 。 9 :30-11 :30 20*且

添加物を使わないパンづくり教室です。 5月26日-6月30日 5回
婦人

手づくりパン教室 お母さんの昧と心くもりを子 どもたちに 毎週火曜日 (6/9伏)はありません)
30人

贋中 恵子
与えましょう。(材料費3，000円) 9 :30-12:00 

あなたが作る 好きな曲、思い出の曲など参加者でプロ 5月27日-2月24日 10回
成 人

名曲プログラム グラムを立て、視聴覚機器の操作方法な 毎月第 4水曜日
30A 

公民館主事
ークラシック音楽とともに一 ど学習しながらみんなで鑑賞します。 19 : 00 -21 : 00 

小倉百人一首
初心者の方を対象に、百人一首の取り方 5月21日-7月30日 6回

成人
カ、 る た 教室

遊び方を楽しく学び、仲間作りをします。 1'3木曜日 (6回目のみ第5木曜日)
30人

野口 弘満

14 : 00 -16 : 00 

21世紀に向けてこれからの 身近な法律・世界情勢 ・健康 ・家庭内の 6月25日-3月25日 10回 両齢者
高齢者の生き方をきくやる 人間関係・ 高齢者の社会的な どの学習 ・ 毎月第 4木曜日 (60歳以上) 各専門講師
高齢者大学講座 研修旅行ほか(運営費は1，000円) 13: 30 -15: 30 150)¥ 

(幸町25-33 ft 54-3161) 

/ー、、

なかちく公民館
講 座 名 内 ばF口ミ- 日 時 対象・定員 講師(敬称略)

健康維持、増進のヒケツはまず歩くこと 5月24日-ll月22日
成人または

健康ウォーキング から "野山の美しい自然と対話しながら、 毎月第 4日曜日(7回)
親子

池野和義

ゆっくりペースで歩きます。 10 : 00 -15 : 00 

子Eもの健康を考えた 現代っ子の身体に赤信号が灯っています。 5月28日-7月23日3、4木曜日 (5回) 成 A 

おやつ作り教室
この教室では、鉄分・カノレシュームなど 10: 00 -12: 00 (材料費4，000円) 20 人 贋中 恵子

栄養価を考えた無添加おやつを作ります。 託児~受益者て負担していたt'討す。 (1歳から)

誰でも簡単にはじめられる入門教室です。 5月23日-7月25日
成 人

健康ヨガ教室 ヨガの基礎から楽しく 学習 します。 毎週土曜日(10回)
30人

高見千鶴子

13: 30 -15: 00 

中国で古くから市民に親しまれている太 5月22日-7月24日
成 /¥ 

大極挙入門 極挙をとおした、健康づくり教室です。 毎週金曜日(10回)
30人

田方 誠

誰でも簡単に入門できる教室てす。 19:00-21 :00 

初心者を対象に聞く入門コースです。国 5月19日-7月21日
成 A ABCからの英会話 際化社会のなか、この機会にチャレンジ 毎週火曜日(10回)
30 人

佐藤孟一

してみませんか? 19 : 00 -21 : 00 

育児書をたよりの子育てから脱出してみ 5月23日-10月3日 幼児を持つ 協力:おは
育児集談室 ませんか?同じ悩みや不安を持つ母親同 第 1・3土曜日(10回) 親と子

なしの会
志が、話し合いその解決策を探ります。 10 : 00 -11 : 00 20組

歌やゲーム ・遊び ・自然とのふれあい等 5月18日-7月 6日 3-4歳児を 平野サキ子
なカ、よしランド を通して、 子 どもの豊かな成長と、親子 毎週月曜日(8回) 持つ親子 峰 ひとみ

のふれあいを深めます。 10 :00 -ll :00 30組 永岡敦子

最近大村に転入された奥さま方を対象に、 5月20日-7月22日
転入婦人

転入奥 さ ま 郷土料理、郷土史、方言、公共施設見学、 毎週水曜日(10回) 各専門講師
仲間づくり 等について学びます。 10 :00 -12 :00 25人

小さな端切れを継ぎ合わせて、美しい幾 5月19日-10月 6日
成 A 

はじめてのパッチワーク 何学模様を仕上げていく、世界でたった 毎月第 1・3火曜日(10回) 清田 友子
一枚のあなただけの作品の完成です。 10 : 00 -12 : 00 25)¥ 

(松並1丁目246-5 ft 53-1376) 

申込期限 5月II日(月)必着受講料は無料(教材費は実費)
申込方法 往復ハガキに住所 ・氏名 ・年齢 ・性別 ・電話・ 希望する講座を一葉にー講座を書いて申し込んでくださ L、。

申込多数の場合は抽選します。く抽選日 5月12日(火)>
申し込み・問い合わせ 各公民館へ
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国
家
公
務
員
採
用
試
験

ー
大
学
卒
業
程
度

l

①
国
家
公
務
員
I
種

資
格

昭
和
M
年
4
月
2
日
l
伺

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
国
税
専
門
官

資
格

昭
和
刊
年
4
月
2
日
1
必

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

③
労
働
基
準
監
督
官

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
1
必

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

④
国
家
公
務
員
H
種
お
よ
び
法
務

教
官

資

格

・

昭
和
お
年
4
月
2
日
l

必
年
4
月
1
日
生
・
ま
れ
の
人

・
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
て
の
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の
人

お
よ
び
来
春
卒
業
見
込
み
の
人

④
人
事
院
が
⑦
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

申
込
期
間

い
ず
れ
も
5
月
1
日

働

l
M
日
側

申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局

(干

m福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
i
n
-

-
2
0
9
2
1
4
3
1
1
7
7
3
 

3
)
 

※
②
に
つ
い
て
は
、
諌
早
税
務
署

(宮
⑫
1
3
7
0
)
で
も
結
構

で
す
。

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

ー
大
学
卒
業
程
度

l

@
I
種
試
験

(
上
級
係
員
)

資
格

昭
和
M
年
4
月
2
日
1

“

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
学
歴

は
聞
い
ま
せ
ん
)

@
日
種
試
験

(
中
級
係
員
)

資
格

①
昭
和
お
年
4
月
2
日
1

刊
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

②
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
た
人
で
、

短
期
大
学
ま
た
は
高

等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
来
春
卒
業
見
込
み
の
人

③
防
衛
庁
が
②
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

勢ら回

さっき展
5月23日(土)--25日(月)
市コミセン

主催 大村盆栽愛沼会

問い合わせ 事務局

(岱(@8057五反田〉

5
月
7
日
同
l

m
日

申
請
期
間

耐受
験
案
内
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

福
同
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務

課

(
干
印
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
i
m
l
7
g
0
9
2
1
4
7

2
1
2
3
2
1
)
 

読
書
感
想
文
集
、
が

で
き
ま
し
だ

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
た
読
書
感
想
文
・
読
書
体
験

記
の
文
集
を
作
り
ま
し
た
。

な
お
、
あ
わ
せ
て
大
村
市
児
童

読
書
感
想
発
表
大
会
の
発
表
者
の

原
稿
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
に
は
無
料
で
さ
し

あ
げ
ま
す
。

配
布
・
問
い
合
わ
せ

市
立
図
書

館

(

宮

@
2
4
5
7
)

警
察
官
採
用
試
験

①堅一一一-察官

A

(共
同
)

資
格

昭
和
紛
年
4
月
2
日
i
判

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子
で
4

年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人
(
来
春

卒
業
見
込
み
合
む
)

②
警
察
事
務

(大
卒
程
度
)

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
l
必

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

③
婦
人
補
導
員

(
大
卒
程
度
)

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
l
G

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
子

申
込
期
間

い
ず
れ
も
5
月
日
日

側
1
初
日
出

問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
警
察
署

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

5
月
幻
日
閥
、
午
後
1
時

初
分
場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の

印
鑑

・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

(
内
線
1
2
6
1
1
2
8
)

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び

狩
猟
者
適
性
検
査

。
狩
猟
免
許
試
験

O

一
次
試
験

日
時

6
月
日
日
制

場
所

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

(
長
崎
市
)
、
佐
世
保
市
労
働

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
佐
世
保
市
)

O

二
次
試
験

日
時

6
月
お
日
同

申
伺)請 ( 場
期 長 所
間 崎
市長
)崎

県
勤
労
福
ネ止
メL= 
査官

5
月
日
日
働
i
お
日

@
狩
猟
者
適
性
模
査

日
時
・
場
所

・
8
月
初
日
同
:
・佐
世
保
市
労
働

福
祉
セ
ン
タ
ー

(
佐
世
保
市
)

.
8
月
幻
日
側
・
:
長
崎
県
勤
労
福

祉
会
館
(
長
崎
市
)

申
請
期
間

6
月
ロ
日
働
i
8
月

日
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
保
健
環
境
部
自
然
保
護

課

(8
0
9
5
8
@
1
1
1
1
)

青
年
海
外
協
力
隊

春
の
募
集
説
明
会

資
格

満
初
歳
1
ぬ
歳
ま
で
の
日

本
人
男
女

募
集
期
限

5
月
末
日

。
募
集
説
明
会

-
5
月
7
日
側
、

午
後
6
時
初
分

こいのぼりは
電線にご注意ください

万一¥鯉のぼりが電線 -電

柱にかかっ疋場合は、危険で

すから自分で取らずに¥九電

ヘご連絡ください。

連絡先 九州電力開大村営業

所(宮⑫2171)

佐
世
保
市
立
中
部
地
区
公
民
館

・
5
月
8
日
働
、
午
後
6
時
却
分

諌
早
市
民
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

県
国
際
交
流
課

(8
0
9
5
8
⑧
0
3
0
2
)
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夏
期
H

青
少
年

海
外
派
遣
事
業
d

派
遣
先

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
、

イ
ン
ド
、チ
ン
ア
研
修
、
ア
メ
リ
カ
国

際
交
流
キ
ャ
ン
プ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や

ニ
ュ
l
ジ
l
ラ
ン
、
ド
~
て
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
体
験
な
ど
8
コ
l
ス

対
象

中
学
1
年
土
口
同
校
3
年

応
募
締
め
切
り

6
月
8
日
側

(
一
部
5
月
7
日
側
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
)

説
明
会
お
よ
び
選
考
試
験

5
月
口
日
同
(
場
所
は
後
日
連
絡
)

資
料
請
求
お
よ
び
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ

側
国
際
青
少
年
研
修

協
会
(
干
則
東
京
都
新
宿
区
四
谷

2
1
日
大
村
ピ
ル

3
階

宮
侃

1
3

3
5
9
1
8
4
2
1
)
 



( ) 

日
中
友
好

青
年
の
船
L

「
九
州
団
員

日
程
同訪
問
先
中
華
人
民
共
和
国

応
募
資
格
日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
4
年
4
月
1
日
現
在
、
満
初

歳
以
上
初
歳
未
満
の
男
女
、
そ
の

ほ
か
に
県
内
居
住
、
社
会
活
動
、

8
月
初
日
制
1
9
月
刊
日

心
身
の
状
況
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

募
集
期
限
5
月
日
日
働

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン

@
3
1
6
1
)
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

1
6
月
コ
ー
ス
H
H

内
容
・
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
入

門

(
一
太
郎
初
級
)
・
パ
ソ
コ
ン

ワ
ー
プ
ロ
基
礎
(
一
太
郎
中
級
)

.
ベ
ー
シ
ッ
ク
入
門
・
デ
ー
タ
l

べ
l
ス

(
d
B
A
S
E
田
中
級
)

・
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
年
金
・

金
融
編
)
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
コ

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

広報おおむら平成 4年 5月号

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
小
林
キ
ク
エ
(
野
岳
町
)
印
刷

機
叩
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
田
下
ミ
ヤ
(
原
町
)
叩
万
円

V
本
山
昇
(
向
木
場
町
)

5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
鈴
木
茂
(
富
の
原
2
丁
目
)

3

万
円
V
株
崎
マ
ノ
(
東
本
町
)
叩
万
円

V
松
尾
千
鶴
子
(
富
の
原
2
丁
目
)

日
万
円

V
嶋
田
秀
宏
(
大
川
田
町
)
初
万
円

V
原
明
子
(
玖
島
1
丁
目
)
5
万
円

。
一
般
寄
付

玖
島
中
学
校
へ

V
玖
島
中
学
校
創
立
お
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
l
校
訓
碑
は
か

3
1
7
万
円
相
当

V
玖
島
中
学
校
第
羽
田
卒
業
生

一

同
H
H
折
り
畳
み
椅
子
、
天
幕
口
万

円
相
当

V
古
賀
敏
子

(
諌
早
市
八
天
町
) 霊堂

ン
ト
ロ

l
ラ
の
基
礎
)
・
技
能
検

{疋

2
級
(
普
通
旋
盤
)
・
技
能
検

{疋

1
級
(
普
通
旋
般
号
・
被
覆
ア

ー
ク
溶
接
(
学
科
)
・
被
覆
ア
ー

ク
溶
接
(
中
板
・
実
技
)
・
電
子

燃
料
噴
射
の
基
礎
技
術

申
込
期
間

5
月
1
日
働

i
m
日

制申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
3
2
3
)

太
極
拳
愛
好
会
会
員

対

象

一

般

練
習
日
毎
週
火
・
土
曜
日
、
午

後

7
時
1
9
時

油
絵
3
万
円
相
当

V
鮒
ア
l
ト
グ
リ
ー
ン
緑
樹
苑

1

雨
傘
6
万
円
相
当

大
村
小
学
校
へ

V
田
中
芳
幸
(
久
原
1
丁
目
)
国

旗
校
旗
用
パ
、
不
ル
3
万
円
相
当

V
山
崎
鹿
雄
(
久
留
米
市
津
福
本

町
)
鉛
筆
、
校
旗
略
旗
印
万
円
相

当
一
V
笹
山
ト
ヨ
子
(
玖
島
2
丁
目
)

生
花
2
万
円
相
当

V
与
崎
喜
市
(
久
原
1
丁
目
)
観

察
園
放
虎
原
幼
稚
園
へ

V
放
虎
原
幼
稚
園
P
T
A
l
一
輪

車
ほ
か
お
万
円
相
当

萱
瀬
小
学
校
へ

V
萱
瀬
小
学
校
P
T
A
I
校
旗
、

場
所
市
武
道
館
2
階
(
第
2
週

の
火
曜
日
は
市
コ
ミ
セ
ン
)

会

費

月

1
、
0
0
0
円

申
し
込
み
直
接
、
練
習
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
午
後
6
時
以
降

(
宮
⑫
2
9
3
9
田
方
)

婦
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

(
軟
式
)
会
員

初
心
者
の
方
歓
迎
し
ま
す
グ

日
時
毎
週
月
・
水
・
金

午
前
日
時
l
午
後
2
時

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

会

費

月

5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

緒
方
(
宮
(@
1
9
6
5
)
ま
た

は
、
直
接
市
営
コ

l
ト
へ

締
め
切
り

5
月
日
日
働

合
気
道
会
員

け
い
こ
日
時
毎
週
月
・
金
曜
日
、

午
後
7
時
1

8
時
加
分
(
少
年
部

は
8
時
ま
で
)

場
所
市
武
道
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
事
務
局
(
岱
⑮
0
2
7
3

獅
子
島
)

お
お
む
ら
、
タ
ン
シ
ン
グ

フ
レ
ン
ド
会
員

定
例
日
毎
週
金
曜
日
、
午
前
日

時
1
日
時

長
机
1
0
6
万
円
相
当

V
高
見
広
治
(
荒
瀬
町
)
ポ
ッ
ト

V
朝
長
彰
(
古
町
1
丁
目
)
長
机

日
万
円
相
当

松
原
小
学
校
へ

V
田
崎
俊
作
(
神
戸
市
灘
区
)
体

育
館
ど
ん
ち
ょ
う
1
3
0
万
円
相

当V
松
原
小
学
校
第
羽
田
卒
業
生
一

同
1
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
7
万
円

相
当
V
長
岡
美
佐
子
(
松
原
本
町
)
ワ
イ

ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
3
万
7
千
円
相
当

清
和
国
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
大
村
園
芸
高
校
生
活
科
l
奉
仕

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
)
理
容
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

赤
水
清
春
(
本
町
)

慈
恵
荘
へ

V
本
浦
思
(
久
原
1
丁
目
}
叩
万
円

V
今
村
一
朗
(
池
田
新
町
)
果
物

V
笹
田
猛
(
南
高
来
郡
吾
妻
町
)

果
物
V
永
湖
鰻
頭
H
H

ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
慰
問

泉
の
里
へ

V
鈴
木
・
和
田
・
好
田
・
平
・
井

手
理
容
院
l
理
容
奉
仕

V
永
測
鰻
頭
H
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
古
町
白
寿
会
l
慰
問
ほ
か

V
立
正
佼
成
会
H
H

供
養

V
琴
の
海
会

1
1
万
円
は
か

V
大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

1

1
万
円
は
か

万
円

場
所
市
民
体
育
館

講
師
石
川
正
子
先
生

会

費

月

3
、
0
0
0
円

入
会
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(
宮

@
7
0
3
1
山
口
)

ピ
ー
ス
ワ
ー
ク

(
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
)

定
例
日
毎
月
第
2
・
第
4
水
曜

日
、
午
後
7
時
初
分
1
9
時
ぬ
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月

額
2
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
午
前
日
時
j
午
後

5
時
(
宮
@
4
0
2
6
藤
本
)
、
午
後

6
時
以
降
(
宮
@
2
9
3
9
田
方
)

V
九
州
花
王
販
売
船
長
崎
支
庖
佐

世
保
営
業
所
U
H
せ
っ
け
ん
は
か

V
た
に
う
え
電
気
庖
l
子
造
り
パ

ンV
わ
か
ば
保
育
園
l
慰
問
は
か

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
松
本
フ
イ
(
竹
松
本
町
)
3
万
円

V
大
川
田
老
人
会
H
H

奉
仕

宝
樹
苑
へ

V
南
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

l
2
万
円

V
福
重
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

1

1
万
円

V
井
手
ハ
ツ
エ
(
諏
訪
1
丁
目
)

1
万
円

V
原
口
ミ
、
不
(
向
木
場
町
)
5
千
円

V
浜
野
鮮
魚
庄
l
鮮
魚

V
五
道
嘉
次
(
福
重
町
)
野
菜

19 



カレジター5月の
5
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
)

妊婦教室(5) 市役所 9 : 30-13 : 00 16日
耳とことばの相談福祉センター 13:00-15:00 @母子健康子帳、エプロン、 みそ汁 (土)

オ日 ?歳6か月児健康診査市コミセン

住)
⑤13 : 00 -13 : 30 17日 当番医⑪平成 2年10月生まれ(2年5月-9月生まれて、 (内・小)松永医院古町2丁目 E⑫2943
まだ受けていない人も受診してくださ L、) (日) (外・内)田崎医院古町1丁目 fi@)l234
⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ

19日
当番医 乳却児健康相談鈴田出張所 ②9: 30-11 : 00 

3日 (火)
(内・小)松 尾 医 院玖島1丁目 fi@4412

(日・祝) (産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町宮@8355
20日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

4日 当番医 (水) ⑮母子健康子帳

(月・振替)
(小)出口小児科医院諏訪3丁目 fi@2252

(耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町宮@0648 3歳児健康~査大村保健所

当番医
②9 :30-10:00、13:00-13:30

5日 21日 @昭和63年11月生まれ (63年5月-10月生まれて、

(火・祝)
(内・小)中村医院東本町宮@2733

(木) まだ受けていない人も受診してくださ L、)
(小)須田小児科医院植松3丁目 宮⑪7200

⑮母子健康子帳、問診票

6巴 妊婦教室け) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 
定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

(水)
@母子健康子帳 4歳6か月児健康診査市コミセン
乳却児健康相談福重出張所 ②13:30-15:00

22日 ②13:00-13:30 

8日 成人の健康相談福祉センター 13:00-15:00 (金)
⑪⑮.. 1日幽と同じ

(錨 @40歳以上 ⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度調IJ定はか 成人の健康相談福祉センター 13: 00-15: 00 
@⑮...8日働と同じ

10日 当番医 当番医(小)田川小児医院 東 本 町宮@4000 24日(日) (外・内)原医院宮小路1丁目 fi@8427 (日)
(内・小)野口内科こども医院西大村本町宮⑫2339

(外)松尾外科医院東本町宮@3331

安産教室 ~ラマーズ1去を練習しましょう~
25日11臼 市役所 ②9 : 00-9 : 30 乳却児健康相談三浦出張所 ② 9: 30-11 : 00 

(月)
⑮母子健康子帳、ズボン (月)
一般健康相談市役所 13: 00 -16 : 00 

⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定はか 27日 妊婦教室(判 中地区公民館 13: 00-16 : 00 
乳鈎児健康相談市コミセン (水) ⑮母子健康手帳

12日
(火)
②9 : 30-11 : 00、13: 30-15 : 00 

⑪離乳食教室 10:30-15:00 28日 機能訓練根気の会岳の木場公園 10: 00-13: 00 
13日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00-16:00 (本) ⑮つつじ花見・レクリェーション

(水) ⑪母子健康子帳

31 E3 当番医何回 機能訓練根気の会市コミセン 10:00-13:00 (内・小)松井医院久原 2丁目包(@6624

(本) ⑪機能訓練調理実習 (日) (整)牟田整形外科医院古町2丁目 宮@4501

15日 T歳6か月児健康診査市コミセン 略号の説明 @.一対象 ②...受け付け ⑪...内容

(郵
②13 : 00-13: 30 ⑮…持ってくるもの

⑪⑮・・ 1日働と同じ 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 
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人口の動き

4月1日現在

人口 計 74.457
(ム214)

35.576 
(ム92)

38.881 
(ム122)

23.132 
(+45) 

)内は前月比

20 

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。
お気軽にご相談ください。

男

女

10 : 00-15 : 00) 

9 : 30-12 : 00) 

10 : 00-15 : 00) 

13 : 00 -16 : 00) 

10 : 00 -16 : 00) 

10 : 00-15 : 00) 

( 7日・木

(14日・木

(20日.7j'(

(22日・金

(26日・火

(27日・水

人権相談

行政相談

法律相談

不動産相談

受通事故相談

年金相談

5
月
の
定
例
相
談
日

，t 

世帯数

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

5月の大村ボート(2日-5日、 6日-7日笹川賞場外発売、
14日-18日、22日-28日開設40周年記念)
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